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一

令
和
七
年
四
月
一
日（
火
曜
日
）

午
後
四
時
一
分
開
議

○
議
事
日
程

第
十
一
号

令
和
七
年
四
月
一
日

午
後
四
時

本
会
議

第
一

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

承
認
を
求
め
る
の
件（
衆
議
院
送
付
）

○
本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

議
事
日
程
の
と
お
り

○
議
長（
関
口
昌
一
君
）
こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

日
程
第
一

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
承
認
を
求
め
る
の
件（
衆
議
院
送
付
）を
議
題
と
い
た

し
ま
す
。

ま
ず
、
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。
総
務
委
員
長
宮

崎
勝
君
。〔

審
査
報
告
書
及
び
議
案
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕

〔
宮
崎
勝
君
登
壇
、
拍
手
〕

○
宮
崎
勝
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
放
送
法
第

七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件

に
つ
き
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と

結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
件
は
、
日
本
放
送
協
会
の
令
和
七
年
度
収
支
予
算
、

事
業
計
画
及
び
資
金
計
画
に
つ
い
て
、
国
会
の
承
認
を
求

め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

収
支
予
算
に
お
い
て
は
、
一
般
勘
定
事
業
収
支
は
、
事

業
収
入
が
六
千
三
十
四
億
円
、
事
業
支
出
が
六
千
四
百
三

十
四
億
円
で
、
四
百
億
円
の
収
支
不
足
と
な
り
ま
す
。
こ

の
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
還
元
目
的
積
立
金
の
一
部
を

も
っ
て
補
填
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
放
送
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
、
正
確
で
信
頼
で
き
る
社
会
の
基
本
的
な
情

報
を
発
信
し
、
健
全
な
民
主
主
義
の
発
達
に
資
す
る
と
い

う
協
会
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
と
し
て
、
業
務
改
革
を

進
め
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
質
と
量
の
確
保
等
に
取
り
組
む
と

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
大
臣
か
ら
、
予

算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
受
信
料
収
入
と
事
業
規
模
と

の
均
衡
を
早
期
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
等
を
求
め
る
意
見

が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
暫
定
予
算
実
施
に
よ
る
影

響
、
受
信
料
制
度
の
在
り
方
と
収
支
均
衡
に
向
け
た
取

組
、
国
際
放
送
の
改
善
・
充
実
策
、
協
会
の
職
員
の
処
遇

と
働
き
方
改
革
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
取
組
方

針
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
か
ら
国
民
を
守
る
党
を
代
表
し
て
齊
藤
健
一
郎
委
員
よ

り
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
本
件
は
多
数
を
も
っ

て
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
件
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま

す
。な

お
、
協
会
は
、
四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
の

期
間
の
暫
定
収
支
予
算
等
に
つ
い
て
、
放
送
法
第
七
十
一

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。（
拍
手
）

○
議
長（
関
口
昌
一
君
）
こ
れ
よ
り
採
決
を
い
た
し
ま

す
。本

件
の
賛
否
に
つ
い
て
、
投
票
ボ
タ
ン
を
お
押
し
願
い

ま
す
。〔

投
票
開
始
〕

○
議
長（
関
口
昌
一
君
）
間
も
な
く
投
票
を
終
了
い
た
し

ま
す
。
―
―
こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

〔
投
票
終
了
〕

○
議
長（
関
口
昌
一
君
）
投
票
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま

す
。

投
票
総
数

二
百
三
十
六

賛
成

二
百
二
十
九

反
対

七

よ
っ
て
、
本
件
は
承
認
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

（
拍
手
）〔

投
票
者
氏
名
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕

○
議
長（
関
口
昌
一
君
）
本
日
は
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し

ま
す
。

午
後
四
時
五
分
散
会

出
席
者
は
左
の
と
お
り
。

議

長

関
口

昌
一
君

議

員

伊
藤

岳
君

吉
良
よ
し
子
君

松
野

明
美
君

仁
比

聡
平
君

中
条
き
よ
し
君

大
門
実
紀
史
君

柳
ヶ
瀬
裕
文
君

岩
渕

友
君

山
添

拓
君

串
田

誠
一
君

紙

智
子
君

井
上

哲
士
君

倉
林

明
子
君

高
木
か
お
り
君

山
下

芳
生
君

小
池

晃
君

石
井

苗
子
君

山
口

和
之
君

猪
瀬

�
樹
君

柴
田

巧
君

�

〇

〇

号

外

国
会
会
議
録
令
和
七
年
四
月
一
日

○
第
二
百
十
七
回

国

会

参
議
院
会
議
録
第
十
号

令
和
七
年
四
月
一
日

参
議
院
会
議
録
第
十
号

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件
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金
子

道
仁
君

竹
内

真
二
君

青
島

健
太
君

髙
橋

次
郎
君

窪
田

哲
也
君

梅
村
み
ず
ほ
君

安
江

伸
夫
君

高
橋

光
男
君

嘉
田
由
紀
子
君

下
野

六
太
君

塩
田

博
昭
君

藤
巻

健
史
君

三
浦

信
祐
君

宮
崎

勝
君

佐
々
木
さ
や
か
君

片
山

大
介
君

河
野

義
博
君

杉

�
武
君

矢
倉

克
夫
君

石
井

章
君

平
木

大
作
君

新
妻

秀
規
君

豊
田

俊
郎
君

浅
田

均
君

上
田

勇
君

若
松

謙
維
君

横
山

信
一
君

松
沢

成
文
君

山
本

博
司
君

里
見

隆
治
君

伊
藤

孝
江
君

秋
野

公
造
君

滝
波

宏
文
君

竹
谷
と
し
子
君

石
川

博
崇
君

谷
合

正
明
君

西
田

実
仁
君

山
口
那
津
男
君

青
木

一
彦
君

山
本
佐
知
子
君

𠮷
井

章
君

友
納

理
緒
君

長
谷
川
英
晴
君

平
山
佐
知
子
君

生
稲

晃
子
君

加
藤

明
良
君

小
林

一
大
君

今
井
絵
理
子
君

赤
松

健
君

白
坂

亜
紀
君

小
川

克
巳
君

三
浦

靖
君

岩
本

剛
人
君

加
田

裕
之
君

船
橋

利
実
君

比
嘉
奈
津
美
君

山
田

太
郎
君

松
川

る
い
君

長
峯

誠
君

羽
生
田

俊
君

堀
井

巌
君

舞
立

昇
治
君

堂
故

茂
君

柘
植

芳
文
君

滝
沢

求
君

酒
井

庸
行
君

阿
達

雅
志
君

松
下

新
平
君

野
村

哲
郎
君

猪
口

邦
子
君

佐
藤

信
秋
君

長
谷
川

岳
君

高
橋

克
法
君

古
賀
友
一
郎
君

中
田

宏
君

山
谷
え
り
子
君

野
上
浩
太
郎
君

尾
辻

秀
�
君

三
原
じ
ゅ
ん
子
君

浅
尾
慶
一
郎
君

福
岡

資
麿
君

神
谷

宗
幣
君

大
島
九
州
男
君

寺
田

静
君

宮
口

治
子
君

山
本

太
郎
君

鈴
木

宗
男
君

大
野

�
正
君

な
が
え
孝
子
君

田
中

昌
史
君

若
林

洋
平
君

山
本

啓
介
君

清
水

真
人
君

高
橋
は
る
み
君

本
田

顕
子
君

宮
崎

雅
夫
君

藤
木

眞
也
君

星

北
斗
君

進
藤
金
日
子
君

自
見
は
な
こ
君

三
宅

伸
吾
君

こ
や
り
隆
史
君

宮
本

周
司
君

森
屋

宏
君

上
月

良
祐
君

馬
場

成
志
君

北
村

経
夫
君

太
田

房
江
君

大
�

敏
志
君

佐
藤

正
�
君

牧
野
た
か
お
君

石
井

準
一
君

磯
﨑

仁
彦
君

藤
川

政
人
君

古
川

俊
治
君

岡
田

�
樹
君

松
山

政
司
君

武
見

敬
三
君

山
本

順
三
君

末
松

信
介
君

髙
良

鉄
美
君

齊
藤
健
一
郎
君

伊
波

洋
一
君

浜
田

聡
君

藤
井

一
博
君

永
井

学
君

古
庄

玄
知
君

臼
井

正
一
君

越
智

俊
之
君

梶
原

大
介
君

神
谷

政
幸
君

佐
藤

啓
君

小
野
田
紀
美
君

朝
日
健
太
郎
君

青
山

繁
晴
君

山
下

雄
平
君

吉
川
ゆ
う
み
君

山
田

宏
君

和
田

政
宗
君

石
田

昌
宏
君

石
井

正
弘
君

赤
池

誠
章
君

江
島

潔
君

片
山
さ
つ
き
君

西
田

昌
司
君

森

ま
さ
こ
君

山
田

俊
男
君

石
井

浩
郎
君

上
野

通
子
君

松
村

祥
史
君

宮
沢

洋
一
君

有
村

治
子
君

櫻
井

充
君

鶴
保

庸
介
君

衛
藤

晟
一
君

中
曽
根
弘
文
君

山
東

昭
子
君

奥
村

政
佳
君

大
椿
ゆ
う
こ
君

村
田

享
子
君

三
上

え
り
君

水
野

素
子
君

高
木

真
理
君

古
賀

千
景
君

柴

愼
一
君

横
沢

高
徳
君

塩
村
あ
や
か
君

羽
田

次
郎
君

田
島
麻
衣
子
君

岸

真
紀
子
君

石
垣
の
り
こ
君

石
川

大
我
君

井
上

義
行
君

小
沢

雅
仁
君

勝
部

賢
志
君

木
戸
口
英
司
君

小
西

洋
之
君

杉
尾

秀
哉
君

熊
谷

裕
人
君

徳
永

エ
リ
君

渡
辺

猛
之
君

吉
川

沙
織
君

�
藤

嘉
隆
君

石
橋

通
宏
君

中
西

祐
介
君

川
田

龍
平
君

牧
山
ひ
ろ
え
君

水
岡

俊
一
君

木
村

英
子
君

橋
本

聖
子
君

青
木

愛
君

辻
元

清
美
君

福
山

哲
郎
君

福
島
み
ず
ほ
君

堂
込
麻
紀
子
君

竹
詰

仁
君

鬼
木

誠
君

田
村

ま
み
君

芳
賀

道
也
君

小
沼

巧
君

礒
﨑

哲
史
君

浜
口

誠
君

打
越
さ
く
良
君

森
屋

隆
君

浜
野

喜
史
君

上
田

清
司
君

古
賀

之
士
君

森
本

真
治
君

川
合

孝
典
君

伊
藤

孝
恵
君

野
田

国
義
君

広
田

一
君

榛
葉
賀
津
也
君

舟
山

康
江
君

天
畠

大
輔
君

舩
後

靖
彦
君

国
務
大
臣

総

務

大

臣

村
上
誠
一
郎
君

令
和
七
年
四
月
一
日

参
議
院
会
議
録
第
十
号
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三

議
長
の
報
告
事
項

昨
三
月
三
十
一
日
議
長
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
常
任
委

員
の
辞
任
を
許
可
し
、
そ
の
補
欠
を
指
名
し
た
。

内
閣
委
員

辞
任

補
欠

中
西

祐
介
君

山
本

啓
介
君

総
務
委
員

辞
任

補
欠

山
本

啓
介
君

中
西

祐
介
君

西
田

実
仁
君

髙
橋

次
郎
君

法
務
委
員

辞
任

補
欠

三
原
じ
ゅ
ん
子
君

古
庄

玄
知
君

外
交
防
衛
委
員

辞
任

補
欠

堀
井

巌
君

永
井

学
君

猪
瀬

�
樹
君

柳
ヶ
瀬
裕
文
君

財
政
金
融
委
員

辞
任

補
欠

古
庄

玄
知
君

三
原
じ
ゅ
ん
子
君

勝
部

賢
志
君

小
沼

巧
君

文
教
科
学
委
員

辞
任

補
欠

�
藤

嘉
隆
君

村
田

享
子
君

厚
生
労
働
委
員

辞
任

補
欠

柳
ヶ
瀬
裕
文
君

猪
瀬

�
樹
君

経
済
産
業
委
員

辞
任

補
欠

村
田

享
子
君

�
藤

嘉
隆
君

国
土
交
通
委
員

辞
任

補
欠

永
井

学
君

堀
井

巌
君

小
沼

巧
君

勝
部

賢
志
君

環
境
委
員

辞
任

補
欠

髙
橋

次
郎
君

西
田

実
仁
君

国
家
基
本
政
策
委
員

辞
任

補
欠

山
本

太
郎
君

木
村

英
子
君

予
算
委
員

辞
任

補
欠

朝
日
健
太
郎
君

佐
藤

啓
君

梶
原

大
介
君

羽
生
田

俊
君

神
谷

政
幸
君

江
島

潔
君

藤
井

一
博
君

松
川

る
い
君

秋
野

公
造
君

三
浦

信
祐
君

浜
口

誠
君

田
村

ま
み
君

木
村

英
子
君

山
本

太
郎
君

決
算
委
員

辞
任

補
欠

田
村

ま
み
君

浜
口

誠
君

行
政
監
視
委
員

辞
任

補
欠

佐
藤

啓
君

朝
日
健
太
郎
君

議
院
運
営
委
員

辞
任

補
欠

江
島

潔
君

神
谷

政
幸
君

羽
生
田

俊
君

梶
原

大
介
君

松
川

る
い
君

藤
井

一
博
君

同
日
委
員
会
に
お
い
て
選
任
し
た
理
事
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

厚
生
労
働
委
員
会

理
事

神
谷

政
幸
君
（
神
谷
政
幸
君
の
補
欠
）

理
事

羽
生
田

俊
君
（
羽
生
田
俊
君
の
補
欠
）

同
日
議
長
は
、
次
の
内
閣
提
出
案
を
内
閣
委
員
会
に
付
託

し
た
。

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
閣
法
第
四
七
号
）

同
日
議
長
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出
案
を
委
員

会
に
付
託
し
た
。

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を

求
め
る
の
件（
閣
承
認
第
一
号
）総

務
委
員
会
に
付
託

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案（
閣
法
第
二
三
号
）外

交
防
衛
委
員
会
に
付
託

同
日
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出
案
を
衆
議
院
に
回
付

し
た
。

令
和
七
年
度
一
般
会
計
予
算

同
日
本
院
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出
案
を
可
決

し
た
旨
衆
議
院
に
通
知
し
た
。

令
和
七
年
度
特
別
会
計
予
算

令
和
七
年
度
政
府
関
係
機
関
予
算

土
地
改
良
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

地
方
税
法
及
び
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案

同
日
本
院
は
、
次
の
衆
議
院
提
出
案
を
可
決
し
た
旨
衆
議

院
に
通
知
し
た
。

棚
田
地
域
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

山
村
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

令
和
七
年
四
月
一
日

参
議
院
会
議
録
第
十
号

議
長
の
報
告
事
項
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地
域
人
口
の
急
減
に
対
処
す
る
た
め
の
特
定
地
域
づ
く

り
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案

同
日
衆
議
院
か
ら
、
本
院
の
回
付
し
た
次
の
内
閣
提
出
案

は
、
同
院
に
お
い
て
本
院
の
修
正
に
同
意
し
た
旨
の
通
知

書
を
受
領
し
た
。

令
和
七
年
度
一
般
会
計
予
算

同
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

フ
ジ
・
メ
デ
ィ
ア
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
外
資
比
率

と
総
務
省
の
対
応
の
適
切
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
浜
田
聡
君
提
出
）（
第
六
八
号
）

千
葉
県
知
事
選
挙
の
候
補
者
で
あ
っ
た
立
花
孝
志
氏
に

対
す
る
傷
害
事
件
発
生
時
の
警
察
の
現
場
対
応
の
妥
当

性
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
浜
田
聡
君
提
出
）（
第
六
九

号
）

「
経
営
・
管
理
」の
在
留
資
格
を
悪
用
し
た
外
国
人
移
住

の
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
神
谷
宗
幣
君
提
出
）

（
第
七
〇
号
）

デ
ジ
タ
ル
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
質

問
主
意
書（
神
谷
宗
幣
君
提
出
）（
第
七
一
号
）

同
日
国
会
に
お
い
て
議
決
し
た
次
の
予
算
を
内
閣
に
送
付

し
、
そ
の
旨
衆
議
院
に
通
知
し
た
。

令
和
七
年
度
特
別
会
計
予
算

令
和
七
年
度
政
府
関
係
機
関
予
算

同
日
次
の
法
律
の
公
布
を
奏
上
し
、
そ
の
旨
衆
議
院
に
通

知
し
た
。

土
地
改
良
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

棚
田
地
域
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

山
村
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

地
方
税
法
及
び
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

地
域
人
口
の
急
減
に
対
処
す
る
た
め
の
特
定
地
域
づ
く

り
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律

同
日
衆
議
院
議
長
か
ら
、
次
の
予
算
を
内
閣
に
送
付
し
た

旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

令
和
七
年
度
一
般
会
計
予
算

本
日
委
員
長
か
ら
次
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を

求
め
る
の
件（
閣
承
認
第
一
号
）審
査
報
告
書

審
査
報
告
書

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認

を
求
め
る
の
件

右
は
多
数
を
も
っ
て
承
認
す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た
。

よ
っ
て
要
領
書
を
添
え
て
報
告
す
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日

総
務
委
員
長

宮
崎

勝

参
議
院
議
長

関
口

昌
一
殿

要
領
書

一
、
委
員
会
の
決
定
の
理
由

本
件
は
、
放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
日
本
放
送
協
会
の
令
和
七
年
度
収
支
予
算
、
事
業

計
画
及
び
資
金
計
画
に
つ
い
て
、
国
会
の
承
認
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
収
支
予
算
等
に
よ
れ
ば
、
一
般
勘
定
事
業

収
支
に
つ
い
て
は
、
事
業
収
入
が
六
千
三
十
四
億
円
、

事
業
支
出
が
六
千
四
百
三
十
四
億
円
で
、
四
百
億
円
の

収
支
不
足
と
な
る
。
こ
の
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
還
元

目
的
積
立
金
の
一
部
を
も
っ
て
補
て
ん
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

ま
た
、
事
業
計
画
で
は
、
令
和
七
年
度
は
、
同
年
十

月
か
ら
放
送
番
組
等
の
配
信
に
係
る
業
務
を
必
須
業
務

と
し
て
行
い
、
放
送
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
、
正

確
で
信
頼
で
き
る
、
社
会
の
基
本
的
な
情
報
を
発
信

し
、
健
全
な
民
主
主
義
の
発
達
に
資
す
る
と
い
う
、
協

会
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
と
し
、
適
切
な
資
源
管
理

と
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
等
の
業
務
改
革
を
進
め
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
質
と
量
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
命
と

暮
ら
し
を
守
る
報
道
の
深
化
、
多
様
で
質
の
高
い
コ
ン

テ
ン
ツ
に
よ
る
公
共
的
価
値
の
創
造
の
ほ
か
、
国
際
発

信
の
質
的
充
実
・
リ
ス
ク
管
理
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
地
域
の
課
題
や
魅
力

の
発
信
、
人
に
や
さ
し
い
放
送
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

充
実
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
業
務
及
び
任
意
的
配
信

業
務
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
効
果
的
な
提
供
、
新
た

な
営
業
ア
プ
ロ
ー
チ
の
推
進
、
財
源
の
多
様
化
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
ア
カ
ウ

ン
タ
ブ
ル
な
経
営
の
徹
底
等
に
取
り
組
む
と
し
て
い

る
。こ

れ
ら
収
支
予
算
等
は
、
い
ず
れ
も
同
協
会
の
事
業

運
営
上
お
お
む
ね
妥
当
な
措
置
と
認
め
る
。

本
件
に
つ
い
て
は
別
紙
の
附
帯
決
議
を
行
っ
た
。

な
お
、
協
会
は
、
四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で

の
期
間
の
暫
定
収
支
予
算
等
に
つ
い
て
、
放
送
法
第
七

十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
の
認
可
を
受
け

て
い
る
。附

帯
決
議

政
府
及
び
日
本
放
送
協
会
は
、
公
共
放
送
の
使
命
を
全

う
し
、
国
民
・
視
聴
者
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日

参
議
院
会
議
録
第
十
号

議
長
の
報
告
事
項

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件
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五

一
、
協
会
は
、
政
治
的
公
平
性
を
確
保
し
、
事
実
を
客
観

的
か
つ
正
確
、
公
平
・
公
正
に
伝
え
、
真
実
に
迫
る
た

め
の
最
善
の
努
力
を
不
断
に
行
う
と
と
も
に
、
意
見
が

分
か
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
多
く

の
角
度
か
ら
論
点
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
放
送
法
の

原
則
を
遵
守
す
る
こ
と
。

ま
た
、
正
確
で
信
頼
で
き
る
、
社
会
の
基
本
的
な
情

報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
近
年
深
刻
化
し
て
い
る

「
偽
情
報
・
誤
情
報
の
流
通
」を
防
止
す
る
取
組
等
を
通

じ
て
、
健
全
な
民
主
主
義
の
発
達
に
資
す
る
と
い
う
放

送
の
社
会
的
使
命
を
果
た
す
こ
と
。

二
、
政
府
は
、
日
本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
表
現
の
自

由
、
放
送
法
に
定
め
る
放
送
の
自
律
性
を
尊
重
し
、
協

会
を
含
め
た
放
送
事
業
者
の
番
組
編
集
に
お
け
る
自

主
・
自
律
性
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
放
送
法
を
運
用
す

る
こ
と
。

三
、
協
会
は
、
不
断
の
経
営
改
革
に
よ
り
、
で
き
る
限
り

早
期
に
赤
字
予
算
を
解
消
し
、
受
信
料
収
入
と
事
業
規

模
と
の
均
衡
を
確
保
す
る
こ
と
。

な
お
、
事
業
支
出
の
削
減
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
・

視
聴
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ

う
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
質
と
量
を
担
保
す
る
た
め
の
環
境

整
備
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
職
員
や
関
連
団
体

に
過
度
な
負
担
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。

四
、
協
会
は
、
公
共
放
送
の
存
在
意
義
及
び
受
信
料
制
度

に
対
す
る
国
民
・
視
聴
者
の
理
解
を
促
進
し
、
営
業
活

動
の
一
層
の
合
理
化
・
適
正
化
に
向
け
て
不
断
の
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
受
信
料
の
公
平
負
担
の
徹
底
に

努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
視
聴
者
数
の
減
少
を
見
据
え
、
受
信
料
の
在

り
方
を
含
め
、
協
会
の
運
営
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す

る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
早
期
に
提
示
す
る
こ

と
。

五
、
協
会
は
、
経
営
委
員
会
及
び
理
事
会
等
に
お
け
る
意

思
決
定
過
程
等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
経
営
委
員
会

及
び
理
事
会
の
議
事
録
を
始
め
、
放
送
法
そ
の
他
の
法

令
に
基
づ
く
文
書
等
に
つ
い
て
、
適
切
な
作
成
・
管
理

を
行
う
と
と
も
に
、
原
則
と
し
て
公
表
す
る
こ
と
。

六
、
協
会
は
、
公
共
放
送
を
担
う
者
と
し
て
の
役
職
員
の

倫
理
観
を
高
め
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
徹
底
、
不
祥
事
の
再
発
防
止
策
の
確
実
な
実

施
等
を
組
織
一
体
と
な
っ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
不
祥

事
の
根
絶
に
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
令
和
六
年
八
月
十
九
日
の
ラ
ジ
オ
国
際
放
送

に
お
い
て
、
協
会
が
自
ら
定
め
た
番
組
基
準
に
反
す
る

放
送
が
行
わ
れ
た
事
案
を
踏
ま
え
、
協
会
が
定
め
た
再

発
防
止
策
を
着
実
に
実
施
す
る
な
ど
、
放
送
の
適
正
性

を
確
保
す
る
こ
と
。

七
、
協
会
は
、
経
営
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
職
員
の
雇
用

の
確
保
及
び
処
遇
の
改
善
に
十
分
配
慮
し
、
特
に
職
員

給
与
の
決
定
に
お
い
て
は
、
業
務
量
の
増
加
及
び
人
員

の
削
減
に
起
因
す
る
職
員
の
負
担
の
増
大
、
民
間
企
業

に
お
け
る
賃
金
や
物
価
高
騰
等
を
踏
ま
え
、
適
正
な
水

準
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
関
連

団
体
の
従
業
員
や
委
託
先
の
者
の
勤
務
条
件
の
向
上
に

配
慮
す
る
こ
と
。

八
、
協
会
は
、
協
会
の
不
十
分
な
労
務
管
理
に
よ
り
職
員

の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
た
事
実
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、

協
会
の
業
務
に
携
わ
る
者
の
命
と
健
康
を
最
優
先
に
確

保
し
、
適
正
な
業
務
運
営
と
過
重
労
働
防
止
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
な
ど
の
労
働
環
境
の
改
善
に
全
力
で
取
り

組
む
と
と
も
に
、
障
が
い
者
の
雇
用
率
の
向
上
及
び
女

性
の
採
用
・
登
用
の
拡
大
に
つ
い
て
目
標
を
設
定
し
、

そ
の
達
成
に
努
め
る
こ
と
。

九
、
協
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
業
務
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
民
間
の
事
業
に
及
ぼ
す
影
響
に
留

意
し
つ
つ
、
引
き
続
き
正
確
で
信
頼
で
き
る
、
社
会
の

基
本
的
な
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
国
民
・
視
聴

者
の
ニ
ー
ズ
や
動
向
を
踏
ま
え
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供

に
努
め
る
こ
と
。
な
お
、
番
組
関
連
情
報
の
提
供
に
当

た
っ
て
は
、「
偽
情
報
・
誤
情
報
の
流
通
」の
防
止
に
資

す
る
も
の
と
な
る
よ
う
十
分
に
留
意
す
る
こ
と
。

十
、
協
会
は
、
音
声
波
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に

お
け
る
情
報
提
供
手
段
と
し
て
の
高
い
有
用
性
が
あ
る

こ
と
、
ラ
ジ
オ
第
二
放
送
が
民
間
放
送
事
業
者
の
手
掛

け
に
く
い
教
育
・
教
養
番
組
の
放
送
を
多
面
的
に
行
っ

て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
音
声
サ
ー
ビ
ス
を
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
改
編
・
提
供
す
る
の
か
、
早
期
に
国

民
・
視
聴
者
へ
示
す
こ
と
。

十
一
、
協
会
は
、
自
然
災
害
に
よ
っ
て
放
送
が
途
絶
し
た

事
実
を
踏
ま
え
、
い
か
な
る
事
態
に
お
い
て
も
放
送
・

サ
ー
ビ
ス
が
継
続
さ
れ
、
正
確
な
情
報
が
国
民
・
視
聴

者
に
伝
達
さ
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す
こ
と
。

ま
た
、
政
府
は
、
放
送
事
業
者
が
災
害
時
に
備
え
る

取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
う
こ

と
。

十
二
、
協
会
は
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
及
び
外
国
人
が
、

十
分
な
情
報
ア
ク
セ
ス
機
会
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
当

該
視
聴
者
か
ら
の
要
望
を
十
分
に
踏
ま
え
、「
人
に
や

さ
し
い
放
送
・
サ
ー
ビ
ス
」の
一
層
の
充
実
等
を
図
る

こ
と
。

十
三
、
協
会
は
、
放
送
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画
の
抜
本
的

な
見
直
し
の
具
体
的
な
内
容
を
早
急
に
明
ら
か
に
し
、

国
民
・
視
聴
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
説
明
を
尽
く

す
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認

を
求
め
る
の
件

右
は
本
院
に
お
い
て
承
認
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

よ
っ
て
国
会
法
第
八
十
三
条
に
よ
り
送
付
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

衆
議
院
議
長

額
賀
福
志
郎

参
議
院
議
長

関
口

昌
一
殿

令
和
七
年
四
月
一
日

参
議
院
会
議
録
第
十
号

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件



六

官 報 （号外国会会議録）令和7年6月27日 金曜日 発行

放
送
法
第
70
条
第
2
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件

放
送
法
第
70
条
第
2
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
冊
日
本
放
送
協
会
令
和
7
年
度
収
支
予
算
、
事
業
計
画
及
び
資
金
計

画
に
つ
い
て
、
国
会
の
承
認
を
求
め
る
。

日
本
放
送
協
会
令
和
7
年
度
収
支
予
算
、
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画

令
和
7
年
度
収
支
予
算

予
算
総
則

第
1
条
日
本
放
送
協
会（
以
下
、「
協
会
」と
い
う
。）の

令
和
7
年
度
収
支
予
算
の
収
入
及
び
支
出
を
別
表
第
1
収
支

予
算
書
の
と
お
り
定
め
る
。

第
2
条
令
和
7
年
9
月
30
日
ま
で
は
、
協
会
の
放
送
の
受
信
に
つ
い
て
の
契
約
を
締
結
し
た
者
か
ら
、
令
和
7
年
10

月
1
日
以
降
は
、
協
会
の
放
送
又
は
配
信
の
受
信
に
つ
い
て
の
契
約
を
締
結
し
た
者
か
ら
徴
収
す
る
受
信
料
の
額

は
、
別
表
第
2
に
掲
げ
る
契
約
種
別
に
応
じ
、
別
表
第
3
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
沖
縄
県
の
区
域
に

お
い
て
徴
収
す
る
受
信
料
の
額
は
、
特
別
契
約
を
除
き
、
特
例
措
置
と
し
て
、
別
表
第
4
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。（
以
下
、
協
会
の
放
送
又
は
配
信
の
受
信
に
つ
い
て
の
契
約
を「
受
信
契
約
」と
い
う
。）

2
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
表
第
5
に
定
め
る
契
約
を
合
わ
せ
て
10
件
以
上
締
結
し
た
者
が
、
別
表
第
6
に

掲
げ
る
支
払
方
法
の
う
ち
、
口
座
振
替
、
継
続
振
込
又
は
そ
の
他
の
支
払
方
法
の
う
ち
協
会
の
指
定
す
る
方
法
に
よ

り
一
括
し
て
支
払
う
場
合
は
、
前
項
に
定
め
る
受
信
料
の
額
か
ら
別
表
第
5
に
掲
げ
る
額
を
減
ず
る
こ
と
と
す
る
。

た
だ
し
、
次
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
く
。
ま
た
、
第
4
項
又
は
第
5
項
の
規
定
と
重
ね
て
適
用
し
、
対
象
と
な

る
契
約
を
締
結
し
た
者
が
支
払
う
場
合
は
、
前
項
に
定
め
る
受
信
料
の
額
か
ら
そ
の
半
額
を
減
じ
、
さ
ら
に
別
表
第

5
に
掲
げ
る
額
を
減
ず
る
こ
と
と
す
る
。

3
第
1
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
協
会
が
定
め
る
要
件
を
備
え
た
団
体
の
構
成
員
で
別
表
第
7
に
定
め
る
契
約
を

締
結
し
た
者
が
15
名
以
上
ま
と
ま
り
、
団
体
と
し
て
そ
の
代
表
者
を
通
じ
、
別
表
第
6
に
掲
げ
る
支
払
方
法
の
う

ち
、
口
座
振
替
又
は
継
続
振
込
に
よ
り
一
括
し
て
支
払
う
場
合
は
、
第
1
項
に
定
め
る
受
信
料
の
額
か
ら
別
表
第
7

に
掲
げ
る
額
を
減
ず
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
5
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
く
。
ま
た
、
次
項
の
規
定
を
重

ね
て
適
用
し
、
対
象
と
な
る
契
約
を
締
結
し
た
者
が
代
表
者
を
通
じ
て
支
払
う
場
合
は
、
第
1
項
に
定
め
る
受
信
料

の
額
か
ら
そ
の
半
額
を
減
じ
、
さ
ら
に
別
表
第
7
に
掲
げ
る
額
を
減
ず
る
こ
と
と
す
る
。

4
第
1
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
居（
人
が
独
立
し
て
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
家
屋

又
は
区
画
さ
れ
た
建
物
の
一
部
の
居
住
部
分
を
い
う
。
以
下
、
こ
の
項
及
び
第
5
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
の
受
信
契

約
を
締
結
し
て
い
る
者
が
、
別
表
第
6
に
掲
げ
る
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
継
続
払
又
は
継
続
振
込
に
よ

り
支
払
う
場
合
で
、
そ
の
受
信
契
約
者
又
は
そ
の
者
と
生
計
を
と
も
に
す
る
者
が
別
の
住
居
で
の
受
信
契
約
を
締
結

し
、
別
表
第
6
に
掲
げ
る
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
継
続
払
又
は
継
続
振
込
に
よ
り
支
払
う
場
合
は
、
当

該
契
約
に
つ
い
て
、
第
1
項
に
定
め
る
受
信
料
の
額
か
ら
そ
の
半
額
を
減
ず
る
こ
と
と
す
る
。

5
第
1
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
所
な
ど
住
居
以
外
の
場
所
で
の
受
信
に
つ
い
て
、
同
一
敷
地
内
で
必
要
な

す
べ
て
か
つ
2
件
以
上
の
契
約
を
締
結
し
、
一
括
し
て
支
払
う
場
合
は
、
契
約
の
う
ち
1
件
を
除
外
し
た
残
り
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
第
1
項
に
定
め
る
受
信
料
の
額
か
ら
そ
の
半
額
を
減
ず
る
こ
と
と
す
る
。

第
3
条
本
予
算
は
、
こ
の
予
算
の
各
項
に
定
め
た
目
的
以
外
に
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
4
条
本
予
算
の
各
項
に
定
め
た
経
費
の
金
額
は
、
予
算
の
執
行
上
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
、
経
営
委
員
会
の

議
決
を
経
て
、
各
項
間
に
お
い
て
、
相
互
に
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
給
与
に
つ
い
て
は
、
退
職
手

当
・
厚
生
費
と
相
互
に
流
用
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
他
の
項
と
相
互
に
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

2
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
情
勢
の
予
見
で
き
な
い
変
動
に
伴
い
、
本
予
算
に
お
け
る
給
与
の

額
が
民
間
賃
金
及
び
国
等
の
給
与
の
額
に
比
し
て
、
著
し
く
均
衡
を
欠
く
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
、
事
業
計
画
の
実

施
を
妨
げ
な
い
範
囲
に
お
い
て
給
与
の
改
定
を
行
う
と
き
、
及
び
想
定
し
得
な
い
業
務
の
発
生
に
よ
り
、
給
与
又
は

他
の
項
の
支
出
が
や
む
を
得
ず
予
算
額
に
比
し
増
加
す
る
と
き
に
限
り
、
経
営
委
員
会
の
議
決
を
経
て
、
給
与
と
他

の
項
の
間
で
相
互
に
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
5
条
本
予
算
中
、
資
本
支
出
に
お
い
て
年
度
内
に
支
出
を
終
わ
ら
な
い
と
き
は
、
同
一
計
画
事
項
の
支
出
に
充
て

る
た
め
、
予
算
の
残
額
を
翌
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
る
。

2
前
年
度
予
算
総
則
第
5
条
に
よ
る
繰
越
額
は
、
本
年
度
に
お
い
て
、
同
一
計
画
事
項
に
限
り
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
6
条
予
備
費
は
、
予
見
し
が
た
い
予
算
の
不
足
に
充
て
る
以
外
に
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

2
予
備
費
を
使
用
す
る
場
合
は
、
経
営
委
員
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
7
条
事
業
量
の
増
加
等
に
よ
り
、
収
入
が
予
算
額
に
比
し
増
加
す
る
と
き
は
、
そ
の
増
加
額
は
、
経
営
委
員
会
の

議
決
を
経
て
、
そ
の
一
部
又
は
全
部
を
事
業
の
た
め
直
接
必
要
と
す
る
経
費
の
支
出
若
し
く
は
特
別
支
出
、
又
は
設

備
の
新
設
、
改
善
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
事
業
収
入
の
増
加
額
を
資
本
支
出
に
充
て
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

第
8
条
事
業
支
出
に
お
け
る
減
価
償
却
費
が
予
算
額
に
比
し
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
収
支
差
金
が
予
算
額
に

比
し
増
加
す
る
と
き
は
、
そ
の
増
加
額
は
、
経
営
委
員
会
の
議
決
を
経
て
、
そ
の
一
部
又
は
全
部
を
本
予
算
に
お
い

て
予
定
す
る
設
備
の
新
設
、
改
善
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
9
条

事
業
収
入
が
予
算
額
に
比
し
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
収
支
差
金
が
予
算
額
に
比
し
減
少
す
る
と
き

は
、
経
営
委
員
会
の
議
決
を
経
て
、
前
期
繰
越
金
を
本
予
算
に
お
い
て
予
定
す
る
設
備
の
新
設
、
改
善
又
は
事
業
収

支
差
金
の
不
足
の
補
て
ん
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
10
条
国
際
放
送（
そ
の
放
送
番
組
の
配
信
を
含
む
。
以
下
、
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）及

び
選
挙
放
送
の
実
施
に

対
す
る
交
付
金
が
予
算
額
に
比
し
増
加
す
る
と
き
は
、
そ
の
増
加
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
際
放
送
及
び
選
挙
放
送
に
関

係
あ
る
経
費
の
支
出
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
11
条
業
務
に
関
係
あ
る
調
査
研
究
等
に
対
し
、
交
付
金
、
補
助
金
等
の
収
入
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
金
額
は
、
調

査
研
究
等
に
関
係
あ
る
経
費
の
支
出
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日

参
議
院
会
議
録
第
十
号

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件
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七

別
表
第
1

令
和
7
年
度
収
支
予
算
書

（
一
般
勘
定
）

（
事
業
収
支
）

（
単
位
千
円
）

款
項

金
額

事
業

収
入

603
，494
，909

受
信

料
580
，017
，091

交
付

金
収

入
3
，735

，558
副

次
収

入
8
，079
，532

財
務

収
入

5
，250
，728

雑
収

入
4
，285
，000

特
別

収
入

2
，127
，000

事
業

支
出

643
，496
，681

国
内

放
送

費
324
，411
，091

国
際

放
送

費
20
，261
，004

国
内
放
送
番
組
等
配
信
費

14
，050
，917

国
際
放
送
番
組
等
配
信
費

2
，957
，102

契
約

収
納

費
46
，261
，818

受
信

対
策

費
641
，655

広
報

費
6
，669
，315

調
査

研
究

費
6
，551

，001
給

与
111
，236
，848

退
職
手
当
・

厚
生

費
31
，338
，233

共
通

管
理

費
18
，842
，947

減
価

償
却

費
55
，900
，000

財
務

費
3
，750

特
別

支
出

1
，371
，000

予
備

費
3
，000
，000

事
業

収
支

差
金

�
40
，001
，772

（
資
本
収
支
）

（
単
位
千
円
）

款
項

金
額

資
本

収
入

90
，314
，000

前
期
繰
越
金

受
入

れ
32
，817
，000

減
価
償
却
資
金
受
入
れ

55
，900
，000

資
産

受
入

れ
1
，597
，000

資
本

支
出

90
，314
，000

建
設

費
87
，414
，000

出
資

2
，900
，000

資
本

収
支

差
金

―

国
内
放
送
番
組
等
配
信
費
の
う
ち
、
必
要
的
配
信
費
は
68
億
7
，829

万
3
千
円
、
受
信
料
財
源
任
意
的
配
信
費
は

4
，864
万
3
千
円
で
あ
る
。
必
要
的
配
信
費
の
う
ち
、
放
送
番
組
の
配
信
に
係
る
費
用
は
32
億
8
，766
万
2
千
円
、
番

組
関
連
情
報
の
編
集
及
び
配
信
に
係
る
費
用
は
35
億
9
，063
万
1
千
円
で
あ
る
。

国
際
放
送
番
組
等
配
信
費
の
う
ち
、
必
要
的
配
信
費
は
10
億
8
，063

万
6
千
円
、
受
信
料
財
源
任
意
的
配
信
費
は

2
億
9
，541

万
6
千
円
で
あ
る
。
必
要
的
配
信
費
の
う
ち
、
放
送
番
組
の
配
信
に
係
る
費
用
は
2
億
9
，904

万
2
千

円
、
番
組
関
連
情
報
の
編
集
及
び
配
信
に
係
る
費
用
は
7
億
8
，159
万
4
千
円
で
あ
る
。

必
要
的
配
信
費
の
整
理
に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
的
配
信
費
と
し
て
特
定
で
き
る
も
の
は
直
課
す
る
と
と
も
に
、
費

用
の
特
性
に
応
じ
て
、
配
信
す
る
放
送
番
組
の
数
の
比
、
業
務
の
種
類
の
数
の
比
、
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
費
比
を
用
い

て
配
賦
を
行
い
、
費
用
を
整
理
し
た
。

事
業
収
支
に
お
い
て
、
事
業
収
入
か
ら
特
別
収
入
を
除
い
た
経
常
収
入
は
、
6
，013
億
6
，790
万
9
千
円
、
事
業
支

出
か
ら
特
別
支
出
を
除
い
た
経
常
支
出
は
、6
，421
億
2
，568
万
1
千
円
で
あ
り
、経
常
収
支
差
金
は
、�
407
億
5
，777

万
2
千
円
で
あ
る
。

事
業
収
支
差
金
�
400
億
177
万
2
千
円
に
つ
い
て
は
、
放
送
法
第
73
条
の
2
第
2
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
還
元
目

的
積
立
金
の
一
部
を
も
っ
て
補
て
ん
す
る
。

な
お
出
資
に
該
当
す
る
29
億
円
に
つ
い
て
は
、
資
本
収
支
に
お
い
て
、
同
様
に
措
置
す
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日

参
議
院
会
議
録
第
十
号

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件
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（
有
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
業
務
勘
定
）

（
事
業
収
支
）

（
単
位
千
円
）

款
項

金
額

事
業

収
入

5
，982
，942

放
送
番
組
等
有
料
配
信
収
入

5
，982

，942

事
業

支
出

5
，568
，828

放
送
番
組
等
有
料
配
信
費

5
，175
，740

広
報

費
169
，792

給
与

98
，267

退
職
手
当
・

厚
生

費
23
，165

共
通

管
理

費
99
，874

減
価

償
却

費
1
，990

事
業

収
支

差
金

414
，114

（
資
本
収
支
）

（
単
位
千
円
）

款
項

金
額

資
本

収
入

1
，990

減
価
償
却
資
金
受
入
れ

1
，990

資
本

支
出

1
，990

建
設

費
1
，990

資
本

収
支

差
金

―

事
業
収
支
差
金
4
億
1
，411
万
4
千
円
に
つ
い
て
は
、
一
般
勘
定
の
副
次
収
入
に
繰
り
入
れ
る
。

（
受
託
業
務
等
勘
定
）

（
事
業
収
支
）

（
単
位
千
円
）

款
項

金
額

事
業

収
入

1
，155
，219

受
託

業
務

等
収

入
1
，1 55

，219

事
業

支
出

962
，268

受
託

業
務

等
費

962
，268

事
業

収
支

差
金

192
，951

事
業
収
支
差
金
1
億
9
，295
万
1
千
円
に
つ
い
て
は
、
一
般
勘
定
の
副
次
収
入
に
繰
り
入
れ
る
。

別
表
第
2
契
約
種
別

（
令
和
7
年
9
月
30
日
ま
で
）

地
上

契
約

地
上
系
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
み
の
受
信
に
つ
い
て
の
受
信
契
約

衛
星

契
約

衛
星
系
及
び
地
上
系
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受
信
に
つ
い
て
の
受
信
契
約

特
別

契
約

地
上
系
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
自
然
の
地
形
に
よ
る
難
視
聴
地
域
又
は
列

車
、
電
車
そ
の
他
営
業
用
の
移
動
体
に
お
い
て
、
衛
星
系
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
の
み
の
受
信
に
つ
い
て
の
受
信
契
約

（
令
和
7
年
10
月
1
日
以
降
）

地
上

契
約

地
上
系
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
又
は
協
会
の
配
信
の
受
信
に
つ
い
て
の
受
信
契

約

衛
星

契
約

衛
星
系
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受
信
及
び
地
上
系
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
又
は
協
会
の
配
信
の
受
信
に
つ
い
て
の
受
信
契
約

特
別

契
約

地
上
系
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
自
然
の
地
形
に
よ
る
難
視
聴
地
域
又
は
列

車
、
電
車
そ
の
他
営
業
用
の
移
動
体
に
お
い
て
、
衛
星
系
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
の
み
の
受
信
に
つ
い
て
の
受
信
契
約

別
表
第
3
受
信
料
額（
消
費
税
込
額
）

契
約

種
別

月
額

6
か
月
前
払
額
12
か
月
前
払
額

地
上

契
約

1
，100
円

6
，309
円

12
，276
円

衛
星

契
約

1
，950
円

11
，186
円

21
，765
円

特
別

契
約

860
円

4
，934
円

9
，599
円

別
表
第
4
受
信
料
額（
沖
縄
県
）（
消
費
税
込
額
）

契
約

種
別

月
額

6
か
月
前
払
額
12
か
月
前
払
額

地
上

契
約

965
円

5
，539
円

10
，778
円

衛
星

契
約

1
，815
円

10
，416
円

20
，267
円

令
和
七
年
四
月
一
日

参
議
院
会
議
録
第
十
号

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件
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九

別
表
第
5
多
数
契
約
一
括
支
払
に
お
け
る
割
引
額（
消
費
税
込
額
）

契
約
種
別
ご
と
の
契
約
件
数

契
約
種
別
ご
と
の
全
契
約
を
対
象
に
1
件
あ
た
り
減
ず
る
月
額

衛
星

契
約

特
別

契
約

10
件
以
上

300
円

90
円

衛
星
契
約
又
は
特
別
契
約
の
契
約
件
数
の
合
計
が
10
件
に
満
た
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
衛
星
契
約
又
は
特
別
契

約
の
契
約
件
数
が
9
件
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
衛
星
契
約
又
は
特
別
契
約
の
契
約
件
数
を
10
件
と
し
て
受
信
料
の
額

を
算
定
す
る
。

な
お
、
予
算
総
則
第
2
条
第
2
項
の
規
定
を
第
4
項
又
は
第
5
項
の
規
定
と
重
ね
て
適
用
し
、
衛
星
契
約
又
は
特

別
契
約
の
契
約
件
数
の
合
計
が
10
件
に
満
た
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
衛
星
契
約
の
契
約
件
数
が
7
件
、
8
件
若
し

く
は
9
件
で
あ
る
場
合
、
又
は
特
別
契
約
の
契
約
件
数
が
8
件
若
し
く
は
9
件
で
あ
る
場
合
は
、
衛
星
契
約
又
は
特

別
契
約
の
契
約
件
数
を
10
件
と
し
て
受
信
料
の
額
を
算
定
す
る
。（
契
約
件
数
が
10
件
に
不
足
す
る
当
該
不
足
件
数

分
の
衛
星
契
約
又
は
特
別
契
約
に
つ
い
て
は
、
予
算
総
則
第
2
条
第
2
項
の
規
定
を
第
4
項
又
は
第
5
項
の
規
定
と

重
ね
て
適
用
す
る
場
合
の
減
額
後
の
受
信
料
額
を
用
い
る
。）

別
表
第
6
支
払
方
法

口
座

振
替

協
会
の
指
定
す
る
金
融
機
関
に
設
定
す
る
預
金
口
座
等
か
ら
、
協
会
の
指
定
日
に
自

動
振
替
に
よ
っ
て
行
う
支
払

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等

継
続

払
協
会
の
指
定
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
等
と
の
契
約
に
基
づ
き
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
会
社
等
に
継
続
し
て
立
て
替
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
支
払

継
続

振
込

協
会
の
指
定
す
る
金
融
機
関
、
郵
便
局
又
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
お
い

て
、
協
会
が
定
期
的
に
送
付
す
る
払
込
用
紙（
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
場

合
を
含
む
）を
用
い
て
、
協
会
の
指
定
す
る
支
払
期
日
ま
で
に
継
続
し
て
払
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
行
う
支
払

そ
の
他
の
支
払
方
法

協
会
の
指
定
す
る
金
融
機
関
等
を
通
じ
て
又
は
協
会
の
指
定
す
る
場
所
で
行
う
支
払

重
度
の
障
害
に
よ
り
継
続
振
込
に
よ
る
支
払
が
困
難
な
者
等
、
別
に
定
め
る
要
件
を

備
え
た
受
信
契
約
者
の
住
所
又
は
そ
の
者
が
あ
ら
か
じ
め
放
送
局
に
申
し
出
た
場
所

で
行
う
支
払

別
表
第
7
団
体
一
括
支
払
に
お
け
る
割
引
額（
消
費
税
込
額
）

契
約

種
別

割
引

額

衛
星

契
約

特
別

契
約

す
べ
て
の
契
約
件
数
を
対
象
に
、
契
約
件
数
1
件
あ
た
り月額

180
円

令
和
7
年
度
事
業
計
画

1
計
画
概
説

令
和
7
年
度
は
、
経
営
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
運
営
を
着
実
に
実
施
す
る
。
令
和
7
年
10
月
か
ら
放
送
番
組
等
の

配
信
に
係
る
業
務
を
必
須
業
務
と
し
て
行
い
、
放
送
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
、
正
確
で
信
頼
で
き
る
、
社
会
の

基
本
的
な
情
報
を
発
信
し
、
健
全
な
民
主
主
義
の
発
達
に
資
す
る
と
い
う
、
協
会
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
。

事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
適
切
な
資
源
管
理
と
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
等
の
業
務
改
革
を
進
め
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
質
と
量
を
確
保
す
る
。
命
と
暮
ら
し
を
守
る
報
道
の
深
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
で
質
の
高
い
コ
ン
テ

ン
ツ
で
公
共
的
価
値
を
創
造
す
る
。
国
際
発
信
は
、
質
的
充
実
を
図
る
ほ
か
、
リ
ス
ク
管
理
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に

取
り
組
む
。
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
地
域
の
課
題
や
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
人
に
や
さ
し
い
放
送
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
充
実
に
も
取
り
組
む
。

令
和
7
年
9
月
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
業
務
及
び
10
月
以
降
の
任
意
的
配
信
業
務
に
つ
い
て
は
、
実
施
基

準
に
示
し
た
費
用
の
範
囲
の
中
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
効
果
的
に
提
供
す
る
。

協
会
の
主
た
る
財
源
で
あ
る
受
信
料
の
公
平
負
担
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
時
代
に
即
し
た
新
た
な
営
業
ア
プ
ロ
ー

チ
を
一
層
推
進
し
、
受
信
料
収
入
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
副
次
収
入
・
財
務
収
入
の
増
加
な
ど
、
財
源
の
多
様
化

を
図
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
図
り
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ブ
ル
な
経
営
を
徹
底
す
る
な
ど
、
視
聴

者
・
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
協
会
の
組
織
運
営
に
努
め
る
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
業
務
及
び
任
意
的
配
信
業
務
は
、
放
送
法
に
基
づ
き
策
定
し
総
務
大
臣
に
届
け
出

る
と
と
も
に
公
表
す
る
実
施
計
画
に
の
っ
と
り
実
施
す
る
。

⑴
東
京
・
渋
谷
の
放
送
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え
に
つ
い
て
、
第
1
期
の
放
送
設
備
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
緊
急

報
道
や
番
組
の
充
実
、
番
組
配
信
の
た
め
の
設
備
や
大
規
模
災
害
時
等
に
お
い
て
も
安
定
的
な
放
送
・
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
す
る
た
め
の
設
備
及
び
地
域
放
送
会
館
の
整
備
等
を
行
う
。

⑵
国
内
放
送
は
、
公
共
放
送
の
基
本
を
堅
持
し
、
そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、
正
確
な
情
報
を
公
平
・
公
正
に

伝
え
、
命
と
暮
ら
し
を
守
る
放
送
・
サ
ー
ビ
ス
に
全
力
で
取
り
組
み
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
に
貢
献
す
る
。
幅

広
い
世
代
の
期
待
に
こ
た
え
る
多
彩
で
質
の
高
い
番
組
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
課
題
や
最
新
事
情
を

早
く
、
深
く
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
社
会
の
基
本
的
な
情
報
の
提
供
や
民
主
主
義
の
基
盤
で
あ
る
多
角
的
な
視

点
の
確
保
へ
の
貢
献
と
い
っ
た
、
公
共
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
を
果
た
す
。
地
域
で
暮
ら
す
人
の
視
点
か
ら
、
役
立
つ

情
報
、
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
、
課
題
等
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
地
域
の
今
を
視
聴
者
に
伝
え
て
い
く
。
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和
七
年
四
月
一
日

参
議
院
会
議
録
第
十
号

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
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づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件
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ま
た
、
教
育
放
送
及
び
障
害
者
や
高
齢
者
に
向
け
た
放
送
の
充
実
を
図
る
。

⑶
国
際
放
送
は
、
自
主
自
律
の
編
集
権
を
堅
持
し
、
外
国
人
向
け
放
送
及
び
邦
人
向
け
放
送
と
し
て
、
正
確
で
公

平
・
公
正
な
情
報
や
幅
広
い
分
野
の
番
組
を
多
様
な
媒
体
を
通
じ
て
発
信
す
る
な
ど
、
海
外
発
信
強
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
効
率
的
な
番
組
制
作
に
努
め
、
国
際
社
会
の
日
本
に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る
。

ま
た
、
制
作
体
制
や
管
理
体
制
等
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
質
的
充
実
を
進
め
る
こ
と
で
、
国
際

放
送
の
使
命
を
果
た
す
。

⑷
国
内
放
送
番
組
等
配
信
は
、
放
送
を
補
完
し
て
そ
の
効
果
・
効
用
を
高
め
、
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
放
送
番

組
等
を
広
く
国
民
に
還
元
す
る
な
ど
、
放
送
法
第
15
条
に
掲
げ
ら
れ
た
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施
す
る
。
ま

た
、
放
送
と
同
じ
情
報
内
容
や
同
じ
価
値
を
提
供
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
も
、
健
全
な
民
主
主
義
の

発
達
に
資
す
る
と
い
う
、
公
共
的
な
役
割
を
果
た
し
、
視
聴
者
・
国
民
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
高

い
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
。

⑸
国
際
放
送
番
組
等
配
信
は
、
情
報
を
効
率
的
・
効
果
的
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
を

生
か
し
、
全
世
界
へ
向
け
て
放
送
番
組
等
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
多
言
語
化
を
進
め
、
世
界
の
人
々
に
向
け
て

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
。

⑹
受
信
料
の
公
平
負
担
の
徹
底
と
営
業
経
費
の
抑
制
の
た
め
、
新
た
な
営
業
ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
進
し
、
受
信
料
制

度
の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
受
信
料
収
入
の
確
保
に
努
め
る
。

⑺
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
放
送
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
に
資
す
る
放
送
技
術
の
研
究
開
発
を
行
う
と
と
も

に
、
放
送
番
組
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄
与
す
る
調
査
研
究
の
推
進
に
よ
り
、
そ
の
成
果
を
放
送
に
生
か
し
、
ま

た
、
広
く
一
般
に
公
開
し
て
、
放
送
文
化
の
発
展
に
資
す
る
。

⑻
情
報
空
間
全
体
の
多
元
性
確
保
へ
の
貢
献
の
た
め
、
基
幹
と
な
る
二
元
体
制
維
持
に
向
け
た
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
効
率
化
の
た
め
の
出
資
と
、
メ
デ
ィ
ア
産
業
全
体
の
多
元
性
確
保
に
貢
献
す
る
た
め
の
出
資
を
行
う
。

⑼
放
送
番
組
等
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
、
有
料
で
一
般
の
利
用
に
直
接
供
す
る
業
務
等
に
つ
い
て
は
、
コ
ン

テ
ン
ツ
の
充
実
や
利
便
性
の
向
上
等
を
図
る
。

⑽
会
館
施
設
等
の
一
般
供
用
、
賃
貸
及
び
放
送
番
組
の
受
託
制
作
等
に
つ
い
て
は
、
協
会
業
務
の
円
滑
な
遂
行
に

支
障
の
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
実
施
す
る
。

⑾
視
聴
者
・
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
協
会
の
組
織
運
営
に
向
け
、
信
頼
を
つ
く
り
出
す
現
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び

説
明
可
能
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ブ
ル
な
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
。

2
建
設
計
画

建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
総
額
874
億
1
，400
万
円
を
も
っ
て
施
行
す
る
。

⑴
新
放
送
・
衛
星
放
送
施
設
整
備
計
画

衛
星
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
設
備
の
更
新
等
を
行
う
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
は
、
2
億
700
万
円
で
あ
る
。

⑵
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
網
整
備
計
画

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受
信
状
況
の
改
善
の
た
め
の
設
備
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
の
著
し
い
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
設
備
の
更
新
等
を
行
う
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
は
、
40
億
4
，400
万
円
で
あ
る
。

⑶
ラ
ジ
オ
放
送
網
整
備
計
画

外
国
電
波
に
よ
る
混
信
等
の
受
信
状
況
を
改
善
す
る
た
め
の
中
波
放
送
局
及
び
Ｆ
Ｍ
放
送
局
の
建
設
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
老
朽
の
著
し
い
ラ
ジ
オ
放
送
設
備
の
更
新
等
を
行
う
。
ま
た
、
災
害
に
備
え
た
中
波
放
送
局
の
建

設
を
行
う
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
は
、
17
億
5
，600
万
円
で
あ
る
。

⑷
放
送
会
館
整
備
計
画

放
送
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
、
第
1
期
の
放
送
設
備
整
備
を
行
う
ほ
か
、
建
替
え
に
合
わ
せ
て
、
埼

玉
県
川
口
市
に
大
型
ス
タ
ジ
オ
の
建
設
工
事
及
び
放
送
設
備
整
備
を
進
め
る
。
地
域
放
送
会
館
に
つ
い
て
は
、
高

知
サ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
等
を
実
施
す
る
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
は
、
490
億
9
，500
万
円
で
あ
る
。

⑸
放
送
番
組
設
備
整
備
計
画

緊
急
報
道
対
応
設
備
や
番
組
の
充
実
、
番
組
配
信
の
た
め
の
設
備
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
老
朽
の
著
し
い
放
送

番
組
設
備
の
更
新
等
を
行
う
ほ
か
、
安
定
的
な
放
送
・
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
た
め
の
設
備
を
整
備
す
る
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
は
、
224
億
1
，300
万
円
で
あ
る
。

⑹
研
究
施
設
・
一
般
施
設
整
備
計
画

新
し
い
放
送
技
術
の
開
発
の
た
め
の
研
究
設
備
を
整
備
す
る
ほ
か
、
局
舎
設
備
等
の
整
備
を
行
う
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
は
、
94
億
4
，400
万
円
で
あ
る
。
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一
一

⑺
建
設
管
理

建
設
計
画
の
施
行
に
共
通
し
て
要
す
る
経
費
は
、
4
億
5
，500
万
円
で
あ
る
。

3
事
業
運
営
計
画

⑴
国
内
放
送

ア
番
組
関
係

ア
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

総
合
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
公
共
メ
デ
ィ
ア
の
基
幹
波
と
し
て
、
暮
ら
し
の
安
全
を
支
え
る
信
頼
で
き
る
情
報

の
担
い
手
の
役
割
を
果
た
し
、
正
確
・
迅
速
か
つ
公
平
・
公
正
で
社
会
の
指
針
と
な
る
ニ
ュ
ー
ス
や
、
文
化
・

娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
多
彩
な
番
組
を
編
成
す
る
。
ま
た
、
様
々
な
手
法
で
社
会
的
な
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
な
ど
、
公
共
的
価
値
を
提
供
す
る
。
放
送
時
間
は
、
1
日
24
時
間
を
基
本
と
す
る
。

教
育
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
の
学
び
を
支
援
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
、
幅
広
い
世
代
に

向
け
た
教
育
、
福
祉
、
教
養
、
趣
味
、
実
用
等
、
多
彩
な
番
組
を
編
成
す
る
。
番
組
と
配
信
コ
ン
テ
ン
ツ
の
連

携
に
よ
り
、
視
聴
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
寄
り
添
い
、
多
様
な
形
で
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
誰

も
が
楽
し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
放
送
・
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
。
放
送
時
間
は
、
1
日
19
時
間
を
基
本

と
す
る
。

イ
衛
星
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
は
、
多
彩
な
驚
き
と
感
動
に
出
会
え
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
、
自
然
、
紀
行
、
歴
史
、
ド
ラ

マ
等
個
性
あ
ふ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
多
彩
な
ス
ポ
ー
ツ
、
世
界
の「
い
ま
」を
迅
速
か
つ
多
角
的
に

伝
え
る
国
際
情
報
等
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
番
組
を
編
成
す
る
。
放
送
時
間
は
、
1
日
24
時
間
を
基
本
と
す

る
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
4
Ｋ
は
、
本
物
感
・
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
映
像
文
化
の
殿
堂
と
し
て
、
自
然
、

紀
行
、
歴
史
、
芸
術
、
ド
ラ
マ
、
生
中
継
等
、
超
高
精
細
映
像
の
特
徴
を
生
か
し
た
見
ご
た
え
の
あ
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
多
彩
に
取
り
そ
ろ
え
る
。
ま
た
、
協
会
が
保
有
す
る
貴
重
な
映
像
資
産
を
4
Ｋ
リ
マ
ス
タ
ー
技
術
で
よ

み
が
え
ら
せ
て
、
新
た
な
価
値
を
付
加
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
番
組
と
し
て
提
供
す
る
。
放
送
時
間
は
、
1
日
24

時
間
を
基
本
と
す
る
。

Ｂ
Ｓ
8
Ｋ
は
、
世
界
最
先
端
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
、
新
し
い
映
像
体
験
と
な
る
よ
う
な
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
番
組
を
提
供
す
る
。
貴
重
な
文
化
財
や
優
れ
た
芸
術
を
最
高
水
準
の
8
Ｋ
映
像
で
記
録
し
、

放
送
以
外
の
手
段
で
も
提
供
し
て
、
社
会
貢
献
の
役
割
を
果
た
す
。
放
送
時
間
は
、
1
日
12
時
間
10
分
を
基
本

と
す
る
。

ウ
ラ
ジ
オ
放
送

ラ
ジ
オ
第
1
放
送
は
、
安
全
・
安
心
を
担
う
音
声
基
幹
波
と
し
て
、
命
と
暮
ら
し
を
守
る
情
報
を
い
ち
早
く

届
け
る
。
ま
た
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
番
組
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
提
供
し
、
様
々
な
世
代
の
聴
取
者
に
支
持
さ
れ

る
よ
う
編
成
す
る
。
放
送
時
間
は
、
1
日
24
時
間
を
基
本
と
す
る
。

ラ
ジ
オ
第
2
放
送
は
、
生
涯
学
習
波
と
し
て
、
多
様
な
知
的
欲
求
に
こ
た
え
る
番
組
を
編
成
す
る
。
語
学
番

組
の
充
実
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
効
果
的
な
連
携
に
よ
り
、
利
用
し
や
す
い
形
で
学
び
の
機
会
を
提
供
す

る
。
放
送
時
間
は
、
1
日
17
時
間
を
基
本
と
す
る
。

Ｆ
Ｍ
放
送
は
、
音
楽
・
芸
能
や
文
化
・
教
養
・
教
育
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
専
門
的
な
番
組
を
編
成
す

る
。
ま
た
、
災
害
等
の
緊
急
時
に
は
、
ラ
ジ
オ
第
1
放
送
と
も
連
携
し
て
機
動
的
な
編
成
を
行
う
。
放
送
時
間

は
、
1
日
24
時
間
を
基
本
と
す
る
。

エ
地
域
放
送

地
域
放
送
は
、
地
域
に
密
着
し
た
ニ
ュ
ー
ス
や
き
め
細
か
な
生
活
情
報
番
組
、
地
域
の
課
題
と
向
き
合
う
番

組
等
を
放
送
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
。
ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、
き

め
細
か
な
情
報
を
提
供
し
て
人
々
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
。
地
域
向
け
放
送
時
間
は
、
総
合
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で

1
日
1
時
間
45
分
、
ラ
ジ
オ
第
1
放
送
で
1
日
2
時
間
15
分
、
Ｆ
Ｍ
放
送
で
1
日
40
分
を
基
本
と
す
る
。

オ
補
完
放
送

デ
ー
タ
放
送
は
、
総
合
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
教
育
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
の
各
波
で
実
施
し
、
安

全
・
安
心
情
報
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
波
の
特
色
に
合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展
開
す
る
。

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
よ
る
聴
覚
障
害
者
や
高
齢
者
向
け
の
字
幕
放
送
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
。
ま
た
、
主
と
し
て
視
覚
障
害
者
向
け
の
解
説
放
送
、
2
か
国
語
放
送
を
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
一
部
の

番
組
で
行
う
。
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ワ
ン
セ
グ（
主
に
携
帯
・
移
動
端
末
向
け
サ
ー
ビ
ス
）は
、
総
合
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
教
育
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

で
実
施
し
、
同
じ
内
容
の
番
組
を
同
時
に
放
送
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

カ
放
送
番
組
の
提
供
等

放
送
番
組
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
の
放
送
事
業
者
等
へ
の
提
供
を
通
じ
て
、
協
会
が
保
有
す
る
映
像

資
産
等
の
多
角
的
展
開
を
行
い
、
多
様
な
媒
体
及
び
伝
送
路
を
活
用
し
た
社
会
還
元
や
海
外
へ
の
情
報
提
供
を

行
う
。

放
送
番
組
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
番
組
の
効
果
的
な
編
成
に
合
わ
せ
、
学
校
教
育
の
場
や
生
涯
学
習
活
動
へ

の
利
用
促
進
を
図
る
。

こ
れ
ら
番
組
関
係
に
要
す
る
経
費
は
、
番
組
制
作
に
2
，240
億
1
，903
万
1
千
円
、
番
組
の
編
成
企
画
等
に
220

億
3
，116
万
6
千
円
で
、
総
額
2
，460
億
5
，019
万
7
千
円
で
あ
る
。

イ
技
術
関
係

放
送
施
設
の
運
用
維
持
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
電
波
送
信
の
安
定
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
設
備
の
効
率

的
な
保
守
運
用
を
図
る
。

こ
れ
ら
技
術
関
係
に
要
す
る
経
費
は
、
総
額
783
億
6
，089
万
4
千
円
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
国
内
放
送
費
総
額
は
、
3
，244
億
1
，109
万
1
千
円
と
な
る
。

⑵
国
際
放
送

国
際
放
送
は
、
正
確
で
公
平
・
公
正
な
情
報
を
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
発
信
し
、
日
本
と
ア
ジ

ア
を
中
心
に
世
界
の
情
勢
を
幅
広
い
人
々
へ
伝
え
る
。

外
国
人
向
け
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
国
際
放
送
で
は
、
分
断
が
一
層
深
刻
化
す
る
国
際
社
会
で
、
平
和
を
希
求
す
る
日

本
の
視
座
に
立
っ
て
発
信
し
、
民
主
主
義
の
発
展
に
寄
与
す
る
。
終
戦
80
年
の
節
目
に
、
蓄
積
し
て
き
た
終
戦
関

連
番
組
や
ニ
ュ
ー
ス
、
デ
ジ
タ
ル
等
で
多
角
的
に
展
開
し
、
平
和
な
世
界
の
構
築
に
貢
献
す
る
。
ま
た
、
地
震
や

津
波
、
台
風
等
を
多
く
経
験
し
た
日
本
な
ら
で
は
の
知
見
を
生
か
し
た
防
災
関
連
情
報
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
は
、
訪
日
・
在
留
外
国
人
が
必
要
と
す
る
情
報
を
迅
速
に
提
供
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
受
信
環
境
の
整
備

を
行
い
、
視
聴
で
き
る
地
域
の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
内
外
で
外
国
人
向
け
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
国
際
放
送
の

認
知
向
上
の
た
め
広
報
活
動
を
推
進
す
る
。
放
送
時
間
は
、
1
日
23
時
間
以
上
を
基
本
と
す
る
。

日
本
語
に
よ
る
邦
人
向
け
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
国
際
放
送
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
・
情
報
番
組
を
通
じ
て
、
1
日
5
時
間

程
度
、
海
外
の
日
本
人
が
必
要
と
す
る
国
内
外
の
最
新
情
報
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
大
規
模
な
自
然
災
害
や
事

件
・
事
故
等
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、
迅
速
に
国
内
ニ
ュ
ー
ス
の
同
時
放
送
を
行
い
、
的
確
な
情
報
の

提
供
に
万
全
を
期
す
。

こ
の
ほ
か
、
邦
人
に
向
け
て
海
外
の
放
送
事
業
者
等
へ
の
放
送
番
組
の
提
供
を
行
う
。

ラ
ジ
オ
国
際
放
送
で
は
、
日
本
及
び
世
界
の
最
新
の
動
向
や
幅
広
い
情
報
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
・
番
組
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
短
波
に
加
え
、
中
波
や
Ｆ
Ｍ
波
な
ど
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
手
段
で
伝
え
る
。
ま

た
、
訪
日
・
在
留
外
国
人
に
向
け
て
ラ
ジ
オ
第
2
放
送
と
連
携
し
、
最
新
情
報
を
伝
え
る
。
放
送
時
間
は
、
外
国

人
向
け
放
送
と
邦
人
向
け
放
送
を
合
わ
せ
て
、
1
日
74
時
間
2
分
を
基
本
と
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
海
外
の
放
送
事
業
者
等
へ
の
放
送
番
組
の
提
供
を
行
う
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
は
、
総
額
202
億
6
，100
万
4
千
円
と
な
る
。

⑶
国
内
放
送
番
組
等
配
信

命
と
暮
ら
し
を
守
る
正
確
な
情
報
を
届
け
、
災
害
時
・
緊
急
時
の
命
綱
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
、
ニ
ュ
ー
ス
速
報
や
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
を
、
確
実
に
速
や
か
に
伝
え
る
。
ま

た
、
幅
広
い
世
代
に
向
け
た
豊
か
で
良
質
な
コ
ン
テ
ン
ツ
や
放
送
し
た
番
組
等
の
提
供
、
放
送
番
組
の
周
知
を
行

う
。地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
常
時
同
時
配
信
と
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
見
逃
し
番
組
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
放
送
番

組
の
視
聴
機
会
の
拡
大
を
図
る
。
ま
た
、
地
方
向
け
に
放
送
さ
れ
た
番
組
の
一
部
を
全
国
に
向
け
て
提
供
す
る
。

ラ
ジ
オ
第
1
放
送
、
ラ
ジ
オ
第
2
放
送
及
び
Ｆ
Ｍ
放
送
の
放
送
番
組
の
同
時
配
信
と
聴
き
逃
し
番
組
配
信
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
。

地
上
及
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
4
Ｋ
及
び
Ｂ
Ｓ
8
Ｋ

の
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
等
を
通
じ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機
に
向
け
た
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
。

こ
の
ほ
か
、
他
の
放
送
事
業
者
が
行
う
配
信
業
務
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
は
、
総
額
140
億
5
，091
万
7
千
円
と
な
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日

参
議
院
会
議
録
第
十
号

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件
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一
三

⑷
国
際
放
送
番
組
等
配
信

外
国
人
向
け
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
国
際
放
送
及
び
ラ
ジ
オ
国
際
放
送
の
放
送
番
組
の
同
時
配
信
と
既
放
送
番
組
の
配

信
、
在
外
邦
人
向
け
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
国
際
放
送
の
一
部
放
送
番
組
の
同
時
配
信
と
見
逃
し
番
組
配
信
を
行
う
。

日
本
の
視
点
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
や
、
日
本
の
文
化
の
理
解
を
促
進
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
等
、
国
際
社
会
に
広
く

視
聴
の
機
会
を
提
供
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
海
外
の
配
信
事
業
者
等
へ
の
放
送
番
組
の
提
供
を
行
う
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
は
、
総
額
29
億
5
，710
万
2
千
円
と
な
る
。

⑸
契
約
収
納

新
た
な
営
業
ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
進
し
、
デ
ジ
タ
ル
・
書
面
・
対
面
等
、
様
々
な
施
策
を
改
善
し
な
が
ら
組
み
合

わ
せ
る
と
と
も
に
、
外
部
企
業
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
受
信
料
の
公
平
負
担
の
徹
底
と
営
業
経
費
の
抑
制
に
努

め
る
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
は
、
総
額
462
億
6
，181
万
8
千
円
と
な
る
。

⑹
受
信
対
策

良
好
な
受
信
環
境
の
確
保
に
向
け
て
、
受
信
相
談
へ
の
対
応
や
最
新
の
放
送
技
術
情
報
の
提
供
等
、
視
聴
者
へ

の
受
信
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
展
開
す
る
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
は
、
総
額
6
億
4
，165
万
5
千
円
と
な
る
。

⑺
広

報

視
聴
者
と
の
結
び
つ
き
を
一
層
強
化
し
、
多
様
な
意
見
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
把
握
し
て
、
放
送
・
サ
ー
ビ

ス
等
の
事
業
運
営
に
適
切
に
反
映
さ
せ
る
。
ま
た
、
公
共
メ
デ
ィ
ア
や
受
信
料
制
度
へ
の
理
解
促
進
に
向
け
て
、

多
様
で
効
果
的
な
広
報
活
動
を
推
進
す
る
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
は
、
総
額
66
億
6
，931
万
5
千
円
と
な
る
。

⑻
調
査
研
究

放
送
技
術
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
支
援
技
術
、
誤
情
報
・
偽
情
報
へ
の
対

策
等
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
性
向
上
に
向
け
た
技
術
、
人
に
や
さ
し
い
放
送
・
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
の
技
術
等

の
研
究
開
発
を
行
う
。

放
送
番
組
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
社
会
・
政
治
・
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
や
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
多
様
な
接
触

を
把
握
す
る
調
査
を
進
め
る
な
ど
、
放
送
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄
与
す
る
調
査
研
究
を
行
う
。

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
は
、
総
額
65
億
5
，100
万
1
千
円
と
な
る
。

⑼
給

与

給
与
に
つ
い
て
は
、
要
員
数
の
減
等
に
よ
り
、
総
額
1
，112
億
3
，684
万
8
千
円
と
な
る
。

⑽
退
職
手
当
及
び
福
利
厚
生

退
職
手
当
及
び
福
利
厚
生
に
つ
い
て
は
、
退
職
給
付
費
の
減
等
に
よ
り
、
総
額
313
億
3
，823

万
3
千
円
と
な

る
。

⑾
共
通
管
理

共
通
管
理
に
つ
い
て
は
、
業
務
改
革
の
推
進
に
よ
る
減
等
に
よ
り
、
総
額
188
億
4
，294
万
7
千
円
と
な
る
。

⑿
有
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
業
務

放
送
番
組
等
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
、
有
料
で
一
般
の
利
用
に
直
接
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
テ
ン
ツ
の
充
実
や
利
便
性
の
向
上
等
を
図
る
。

こ
の
ほ
か
、
放
送
番
組
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
一
般
の
利
用
に
供
す
る
事
業
を
行
う
者
に
、
放
送
番
組
等

を
有
料
で
提
供
す
る
。

こ
れ
ら
に
係
る
収
入
は
59
億
8
，294
万
2
千
円
、
支
出
は
55
億
6
，882
万
8
千
円
で
あ
る
。

⒀
受
託
業
務
等

受
託
業
務
等
に
つ
い
て
は
、
会
館
施
設
等
の
一
般
供
用
、
賃
貸
及
び
放
送
番
組
の
受
託
制
作
等
を
行
う
。

こ
れ
ら
に
係
る
収
入
は
11
億
5
，521
万
9
千
円
、
支
出
は
9
億
6
，226
万
8
千
円
で
あ
る
。

⒁
信
頼
を
つ
く
り
出
す
現
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
説
明
可
能
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ブ
ル
な
経
営
の
徹
底

一
人
ひ
と
り
を
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
尊
重
し
、
高
い
専
門
性
に
基
づ
く
現
場
力
の
強
化
に
取
り
組

む
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
確
保
も
含
め
、
多
様
な
価
値
を
生
み
出
せ
る
人
材
を
育
成
す
る
。

ア
カ
ウ
ン
タ
ブ
ル
な
経
営
の
徹
底
の
た
め
、
ル
ー
ル
順
守
を
徹
底
す
る
組
織
風
土
の
定
着
や
、
経
営
委
員
会
・

監
査
委
員
会
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
進
め
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日

参
議
院
会
議
録
第
十
号

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件
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4
受
信
契
約
件
数

⑴
地
上
契
約

ア
有
料
契
約
見
込
件
数

区
分

令
和
7
年
度

令
和
6
年
度

増
減

年
度
初
頭
契

約
件

数
18
，961
，000

19
，191
，000

�
230
，000

年
度
内
新
規
契
約
件
数

730
，000

710
，000

20
，000

年
度

内
解

約
件

数
920
，000

940
，000

�
20
，000

年
度
内
増
加
契
約
件
数

�
190
，000

�
230
，000

40
，000

年
度

末
契

約
件

数
18
，771
，000

18
，961
，000

�
190
，000

イ
受
信
料
免
除
見
込
件
数

区
分

令
和
7
年
度

令
和
6
年
度

増
減

年
度
初
頭
免

除
件

数
2
，328

，000
2
，358
，000

�
30
，000

年
度
内
新
規
免
除
件
数

347
，000

343
，000

4
，000

年
度

内
解

約
件

数
376
，000

373
，000

3
，000

年
度
内
増
加
免
除
件
数

�
29
，000

�
30
，000

1
，000

年
度

末
免

除
件

数
2
，299

，000
2
，328
，000

�
29
，000

⑵
衛
星
契
約

ア
有
料
契
約
見
込
件
数

区
分

令
和
7
年
度

令
和
6
年
度

増
減

年
度
初
頭
契

約
件

数
21
，708
，000

21
，867
，0 00

�
159
，000

年
度
内
新
規
契
約
件
数

450
，000

470
，000

�
20
，000

年
度

内
解

約
件

数
630
，000

629
，000

1
，000

年
度
内
増
加
契
約
件
数

�
180
，000

�
159
，000

�
21
，000

年
度

末
契

約
件

数
21
，528
，000

21
，708
，000

�
180
，000

イ
受
信
料
免
除
見
込
件
数

区
分

令
和
7
年
度

令
和
6
年
度

増
減

年
度
初
頭
免

除
件

数
743
，000

744
，000

�
1
，00 0

年
度
内
新
規
免
除
件
数

105
，000

104
，000

1
，000

年
度

内
解

約
件

数
106
，000

105
，000

1
，000

年
度
内
増
加
免
除
件
数

�
1
，000

�
1
，000

0
年

度
末

免
除

件
数

742
，000

743
，000

�
1
，000

⑶
特
別
契
約

有
料
契
約
見
込
件
数

区
分

令
和
7
年
度

令
和
6
年
度

増
減

年
度
初
頭
契

約
件

数
15
，000

16
，000

�
1
，000

年
度
内
新
規
契
約
件
数

0
0

0

年
度

内
解

約
件

数
0

1
，000

�
1
，000

年
度
内
増
加
契
約
件
数

0
�

1
，000

1
，000

年
度

末
契

約
件

数
15
，000

15
，000

0

（
参
考
1
）

有
料
契
約
見
込
総
数

区
分

地
上
契
約

衛
星
契
約

特
別
契
約

合
計

年
度
初
頭
契
約
件
数

18
，961
，000

21
，708
，000

15
，000

40
，684
，000

年
度
内
増
加
契
約
件
数

�
190
，000

�
180
，000

0
�

370
，000

年
度
末
契
約
件
数

18
，771
，000

21
，528
，000

15
，000

40
，314
，000

上
記
の
う
ち
沖
縄
県
の
区
域
に
お
け
る
受
信
契
約
件
数

区
分

地
上
契
約

衛
星
契
約

合
計

年
度
初
頭
契
約
件
数

205
，000

155
，000

360
，000

年
度
内
増
加
契
約
件
数

�
1
，000

1
，000

0

年
度
末
契
約
件
数

204
，000

156
，000

360
，000

（
参
考
2
）

支
払
方
法
別
受
信
契
約
件
数

⑴
地
上
契
約

区
分

口
座
振
替
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
等
継
続

払
継
続
振
込

そ
の

他
合

計

年
度
初
頭
契
約
件
数

11
，281
，000

4
，053
，000

2
，462
，000

1
，165
，000

18
，961
，000

年
度
内
増
加
契
約
件
数
�
360
，000

80
，000

30
，000

60
，000

�
190
，000

年
度
末
契
約
件
数

10
，921
，000

4
，133
，000

2
，492
，000

1
，225
，000

18
，771
，000
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一
五

上
記
の
う
ち
沖
縄
県
の
区
域
に
お
け
る
受
信
契
約
件
数

区
分

口
座
振
替
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
等
継
続

払
継
続
振
込

そ
の

他
合

計

年
度
初
頭
契
約
件
数

91
，000

30
，000

40
，000

44
，000

205
，000

年
度
内
増
加
契
約
件
数
�

2
，000

0
0

1
，000

�
1
，000

年
度
末
契
約
件
数

89
，000

30
，000

40
，000

45
，000

204
，000

⑵
衛
星
契
約

区
分

口
座
振
替
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
等
継
続

払
継
続
振
込

そ
の

他
合

計

年
度
初
頭
契
約
件
数

11
，191
，000

3
，896
，000

6
，036
，000

585
，000

21
，708
，000

年
度
内
増
加
契
約
件
数

�
330
，000

40
，000

80
，000

30
，000

�
180
，000

年
度
末
契
約
件
数

10
，861
，000

3
，936
，000

6
，116
，000

615
，000

21
，528
，000

上
記
の
う
ち
沖
縄
県
の
区
域
に
お
け
る
受
信
契
約
件
数

区
分

口
座
振
替
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
等
継
続

払
継
続
振
込

そ
の

他
合

計

年
度
初
頭
契
約
件
数

70
，000

24
，000

49
，000

12
，000

155
，000

年
度
内
増
加
契
約
件
数
�

2
，000

0
2
，000

1
，000

1
，000

年
度
末
契
約
件
数

6 8
，000

24
，000

51
，000

13
，000

156
，000

⑶
特
別
契
約

区
分

口
座
振

替
継
続
振

込
合

計

年
度
初
頭
契

約
件

数
9
，000

6
，000

15
，000

年
度
内
増
加
契
約
件
数

0
0

0
年

度
末

契
約

件
数

9
，000

6
，000

15
，000

5
要
員
計
画区

分
要

員
数

事
業

運
営

関
係

9
，899
人

建
設

関
係

169

合
計

10
，068

要
員
数
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
150
人
の
純
減
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

令
和
7
年
度
資
金
計
画

1
資
金
計
画
の
概
要

令
和
7
年
度
収
支
予
算
及
び
事
業
計
画
に
基
づ
く
本
年
度
の
資
金
計
画
は
、
受
信
料
等
に
よ
る
入
金
総
額
8
，035

億
9
，433

万
8
千
円
、
事
業
経
費
、
建
設
経
費
等
に
よ
る
出
金
総
額
8
，139

億
8
，154

万
3
千
円
を
も
っ
て
施
行
す

る
。

2
入
金
の
部

受
信
料
に
つ
い
て
は
、
受
信
料
収
入
予
算
5
，800
億
1
，709
万
1
千
円
か
ら
年
度
内
に
収
納
に
至
ら
な
い
も
の
を
控

除
し
た
受
信
料
収
納
額
5
，764
億
4
，568
万
4
千
円
を
予
定
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
固
定
資
産
売
却
代
金
24
億
1
，154
万
7
千
円
、
国
際
放
送
関
係
な
ど
交
付
金
収
入
37
億
3
，555
万
8
千

円
、
有
価
証
券
の
償
還
1
，312
億
円
、
受
取
利
息
そ
の
他
の
入
金
898
億
154
万
9
千
円
を
見
込
む
。

以
上
に
よ
り
、
入
金
額
は
、
総
額
8
，035
億
9
，433
万
8
千
円
で
あ
る
。

3
出
金
の
部

事
業
経
費
5
，856
億
5
，416
万
9
千
円
、
建
設
経
費
874
億
1
，400

万
円
、
出
資
29
億
円
、
有
価
証
券
の
購
入
700
億

円
、
納
付
消
費
税
そ
の
他
の
出
金
680
億
1
，337
万
4
千
円
を
合
わ
せ
、
出
金
額
は
、
総
額
8
，139
億
8
，154
万
3
千
円

で
あ
る
。

（
参
考
）
資
金
の
需
要
及
び
調
達
の
四
半
期
別
見
込
は
、
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
千
円
）

区
分

第
1
四
半
期
第
2
四
半
期
第
3
四
半
期
第
4
四
半
期
合

計

1
前
期
末
資
金
有
高

64
，100
，235

93
，90 6
，249

76
，885
，438

80
，306
，207

―
2
入

金
264
，380
，946

162
，538
，985

211
，211
，936

165
，462
，471

803
，594
，338

受
信

料
164
，706
，188

126
，635
，810

154
，506
，186

130
，597
，500

576
，445
，684

固
定
資
産
売
却
代
金

4 09
，199

533
，218

814
，149

654
，981

2
，411
，547

交
付
金
収

入
4
，661

125
，961

1
，802
，556

1
，802
，380

3
，735
，558

有
価
証
券
償
還

67
，000
，000

17
，400
，000

33
，600
，000

13
，200
，000

131
，200
，000

受
取
利
息
そ
の
他
の
入
金
32
，260
，898

17
，843
，996

20
，489
，045

19
，207
，610

89
，801
，549

3
出

金
234
，574
，932

179
，559
，796

207
，791
，167

192
，055
，648

813
，981
，543

事
業

経
費
168
，266
，673

136
，724
，122

146
，963
，741

133
，699
，633

585
，654
，169

建
設

経
費

27
，471
，978

11
，124
，202

20
，947
，955

27
，869
，865

87
，414
，000

出
資

―
―

2
，900
，000

―
2
，900
，000

有
価
証
券
購
入

21
，000
，000

14
，000
，000

21
，000
，000

14
，000
，000

70
，000
，00 0

納
付
消
費
税
そ
の
他
の

出
金

17
，836
，281

17
，711
，472

15
，979
，471

16
，486
，150

68
，013
，374

4
期
末
資
金
有
高

93
，906
，249

76
，885
，438

80
，306
，207

53
，713
，030

―
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日
本
放
送
協
会
令
和
7
年
度
収
支
予
算
、
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画
に
付
す
る
総
務
大
臣
の
意
見

放
送
法（
昭
和
25
年
法
律
第
132
号
）第
70
条
第
2
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本
放
送
協
会
令
和
7
年
度
収
支
予
算
、

事
業
計
画
及
び
資
金
計
画
に
付
す
る
意
見
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
7
年
2
月

総
務
大
臣

日
本
放
送
協
会
令
和
7
年
度
収
支
予
算
、
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画
に
付
す
る
総
務
大
臣
の
意
見

日
本
放
送
協
会（
以
下「
協
会
」と
い
う
。）は
、
公
共
の
福
祉
の
た
め
、
あ
ま
ね
く
日
本
全
国
に
お
い
て
受
信
で
き
る

よ
う
に
豊
か
で
、
か
つ
、
良
い
放
送
番
組
を
放
送
す
る
等
、
放
送
法（
昭
和
25
年
法
律
第
132
号
）で
定
め
ら
れ
て
い
る

業
務
を
着
実
に
遂
行
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
公
共
放
送
の
担
い
手
と
し
て
の
社
会
的
使
命
を
果
た
す
と
と
も
に
、
事
業

構
造
改
革
及
び
信
頼
さ
れ
る
組
織
運
営
の
実
現
を
目
指
し
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画（
2024

―
2026

年
度
）＜
2025

年
1
月

修
正
＞
」（
以
下「
中
期
経
営
計
画
」と
い
う
。）に
基
づ
い
て
、
徹
底
的
な
改
革
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

協
会
の
令
和
7
年
度
収
支
予
算
、
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和
5
年
10
月
に
値
下
げ
さ
れ
た
現
行

の
受
信
料
額
を
維
持
し
つ
つ
、
事
業
収
支
差
金
400
億
円
の
赤
字
等
に
対
し
て
還
元
目
的
積
立
金
も
活
用
し
、
視
聴
者

へ
の
還
元
を
行
う
点
は
評
価
で
き
る
。

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
放
送
と
し
て
提
供
す
る
放
送
番
組
の
質
を
維
持
し
つ
つ
、
引
き
続
き
、
公
共
放

送
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
事
業
規
模
に
つ
い
て
不
断
の
見
直
し
を
行
い
、
事
業
経
費
の
一
層
の
合
理
化
・
効

率
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
受
信
料
の
適
正
か
つ
公
平
な
負
担
の
徹
底
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
、
受
信
料
収

入
と
事
業
規
模
と
の
均
衡
を
早
期
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
や
そ
の
後
発
生
し
た
大
規
模
な
自
然
災
害
等
に
お
い
て
は
、
災
害
時
に
お
け
る
放
送
の
役

割
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
協
会
は
、
重
要
な
公
共
イ
ン
フ
ラ
を
提
供
す
る
者
と
し
て
の
使
命
を

自
覚
し
、
引
き
続
き
将
来
の
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
現
在
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
伸
長
等
に
伴
い
、
国
民
・
視

聴
者
の
視
聴
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化
し
、
情
報
空
間
が
放
送
だ
け
で
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
い
て
、
協
会
は
、
民
間
放
送
事
業
者
と
の
二
元
体
制
を
基
本
と
す
る
我
が
国
の
放
送
全

体
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
多
元
性
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
放
送
と
い
う
手
段
に

加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
放
送
番
組
を
国
民
・
視
聴
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
協
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
国
民
各
層
や
関
係
者
の
意
見
も
幅
広
く
聞
き
な
が
ら
、

既
存
業
務
の
見
直
し
に
聖
域
な
く
徹
底
的
に
取
り
組
む
等
、
事
業
構
造
改
革
に
不
断
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
中
期
経
営
計
画
に
沿
っ
て
、
更
な
る
改
革
を
進
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

特
に
以
下
の
点
に
つ
い
て
配
意
す
べ
き
で
あ
る
。

1
国
内
放
送
の
充
実

〇
放
送
番
組
の
編
集
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
放
送
の
担
い
手
と
し
て
の
社
会
的
使
命
を
認
識
し
、
国
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
正
確
で
迅
速
な
報
道
の
確
保
や
国
民
・
視
聴
者
の
信
頼
に
応
え
る
質
の
高
い
番
組
の
提
供
等
を
行
う
と
と

も
に
、
放
送
法
を
十
分
に
踏
ま
え
、
正
確
か
つ
公
正
な
報
道
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
民
・
視
聴
者
の
負
託
に
的
確

に
応
え
る
こ
と
。

〇
情
報
空
間
に
お
け
る
偽
・
誤
情
報
の
流
通
・
拡
散
に
よ
っ
て
、
権
利
侵
害
や
社
会
的
混
乱
が
発
生
す
る
等
、
実
空

間
に
影
響
を
及
ぼ
す
課
題
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
伸

長
等
に
伴
い
、
放
送
に
対
す
る
国
民
・
視
聴
者
の
認
識
に
変
化
が
見
ら
れ
る
現
状
も
踏
ま
え
、
健
全
な
民
主
主
義
の

発
達
に
資
す
る
た
め
、
正
確
で
信
頼
で
き
る
社
会
の
基
本
的
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特

に
、
報
道
に
際
し
て
は
、
公
共
放
送
と
し
て
の
責
務
を
更
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
。

〇
近
年
、
大
規
模
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
災
害
情
報
の
迅
速
か
つ
確
実
な
提
供
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
大
規
模
自
然
災
害
発
生
時
に
、
国
内
に
在
住
す
る
外
国
人
も
含
め
、
国
民
・
視
聴
者
に
向
け
て
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
き
め
細
か
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。
そ
の
際
、
災
害
に
よ
る
停
電
時
の
情
報
入
手
手
段
と
し
て

ラ
ジ
オ
が
有
用
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
適
切
に
使
用
す

る
こ
と
。

〇
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
等
の
様
々
な
課
題
に
直
面
す
る
地
域
社
会
へ
の
貢
献
や
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
、
地
域

の
関
係
者
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
人
々
の
暮
ら
し
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
な
ら

で
は
の
魅
力
の
紹
介
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
、
そ
う
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の

国
内
外
に
向
け
た
積
極
的
発
信
に
一
層
努
め
る
こ
と
。

令
和
七
年
四
月
一
日

参
議
院
会
議
録
第
十
号

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件



官 報 （号外国会会議録）令和7年6月27日 金曜日 発行

一
七

〇
字
幕
放
送
、
解
説
放
送
及
び
手
話
放
送
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
が
令
和
5
年
10
月
に
改
定
し
た
普
及
目
標
や
令
和

7
年
11
月
に
東
京
2025

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。
特
に
、
災
害
報

道
、
国
会
中
継
及
び
地
域
放
送
局
に
お
け
る
字
幕
放
送
や
手
話
放
送
等
の
一
層
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
。
ま
た
、

音
声
認
識
技
術
に
よ
る
自
動
字
幕
制
作
シ
ス
テ
ム
、
生
放
送
番
組
に
も
対
応
可
能
な
新
た
な
解
説
放
送
サ
ー
ビ
ス
、

Ｃ
Ｇ
を
用
い
た
手
話
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
自
動
生
成
技
術
等
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
研
究
成
果
の
早
期
の
実
用

化
や
視
聴
覚
障
害
者
等
向
け
放
送
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
関
す
る
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
。

〇
4
Ｋ
8
Ｋ
衛
星
放
送
に
つ
い
て
は
、
普
及
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
4
Ｋ
・
8
Ｋ
な
ら
で
は
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制

作
や
受
信
環
境
整
備
に
資
す
る
取
組
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
他
の
放
送
事
業
者
、
受
信
機
メ
ー
カ
ー
等
の
関

連
団
体
・
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
公
共
放
送
の
担
い
手
と
し
て
の
先
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

2
国
際
放
送
の
充
実
等
に
よ
る
総
合
的
な
海
外
情
報
発
信
の
強
化

〇
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
武
装
勢
力
間
の
衝
突
等
の
国
際
情
勢
、
偽
・
誤

情
報
の
影
響
等
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
重
要
な
政
策
及
び
国
際
問
題
に
対
す
る
公
的
見
解
並
び
に
我
が
国
の
経
済
・

社
会
・
地
域
及
び
文
化
の
動
向
や
実
情
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
我
が
国

に
対
す
る
正
し
い
認
識
・
理
解
・
関
心
を
培
い
、
普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
際
交
流
・
親
善
の
増
進
、
経
済
交
流

の
発
展
、
地
方
創
生
の
推
進
、
在
外
邦
人
の
安
全
確
保
、
国
際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
等
に
資

す
る
よ
う
国
際
放
送
の
よ
り
一
層
の
充
実
・
強
化
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
の
戦
略
的
か
つ
積
極

的
な
海
外
展
開
等
を
通
じ
、
総
合
的
な
海
外
情
報
発
信
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

〇
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
国
内
外
の
視
聴
拡
大
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
外
国
で
視
聴
さ
れ
る
た
め
の
視
点
や
技
能
を
備
え
た
優
れ
た
人
材
の
育
成
・
確
保
等
を
通
じ
た
効
果
的
な
実
施

体
制
の
確
立
、
多
言
語
化
も
含
め
た
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
充
実
、
訪
日
外
国
人
向
け
の
日
本
語
教
育
番
組
や
我
が
国
及

び
地
域
の
実
情
・
魅
力
を
伝
え
る
番
組
の
充
実
、
信
頼
で
き
る
情
報
発
信
主
体
と
し
て
我
が
国
や
ア
ジ
ア
の
視
点
で

情
報
発
信
す
る
取
組
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

〇
協
会
の
国
際
放
送
に
こ
の
よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
中
、
令
和
6
年
8
月
に
放
送
し
た
ラ
ジ
オ
国
際
放
送
の
中

国
語
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
、
協
会
の
子
会
社
が
業
務
委
託
契
約
を
結
ん
で
い
た
中
国
籍
の
外
部
ス
タ
ッ
フ
が
、
尖
閣
諸

島
の
帰
属
に
関
す
る
発
言
等
、
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
に
は
な
い
日
本
政
府
の
公
式
見
解
と
は
異
な
る
発
言
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
自
ら
の
番
組
基
準
に
抵
触
す
る
放
送
が
行
わ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
今
後
こ
の
よ
う
な
問
題
が
再
び
発
生

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
公
共
放
送
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
深
く
認
識
し
、
協
会
に
お
い
て
示
さ
れ
た
再
発
防
止

策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

〇
海
外
へ
の
情
報
発
信
に
当
た
っ
て
は
、
世
界
各
地
の
ニ
ー
ズ
や
視
聴
実
態
等
を
検
証
し
た
上
で
定
め
た
具
体
的
指

標
を
踏
ま
え
、
衛
星
放
送
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
等
の
様
々
な
手
段
を
適
切
に
組
み
合
わ

せ
、
視
聴
者
へ
の
リ
ー
チ
の
確
保
と
コ
ス
ト
負
担
の
軽
減
の
両
立
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
外
国
人
向
け
国
際
放
送
を

円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
協
会
の
子
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
日
本
国
際
放
送（
Ｊ
Ｉ
Ｂ
）に
つ
い
て
は
、
広
告
料
収
入

を
含
め
て
多
様
化
を
図
る
と
い
う
創
設
趣
旨
を
踏
ま
え
、
活
用
・
強
化
を
図
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

に
お
け
る
競
争
力
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
、
国
際
放
送
に
お
い
て
外
部
制
作
事
業
者
と
の
連
携
を
進
め
る
こ
と
。

〇
国
際
放
送
の
安
定
的
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
設
備
の
維
持
管
理
や
運
用
体
制
の
構
築
に
万
全
を
期
す
こ
と
と

し
、
安
定
的
な
運
用
の
確
保
に
向
け
、
八
俣
送
信
所
の
送
信
設
備
の
移
行
工
事
に
つ
い
て
は
、
迅
速
か
つ
確
実
な
対

応
に
努
め
る
こ
と
。

3
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
放
送
番
組
等
の
配
信
の
適
切
な
実
施

〇
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
令
和
6
年
法
律
第
36
号
。
以
下「
改
正
法
」と
い
う
。）に

よ
り
、
令
和
7
年
10

月
か
ら
放
送
番
組
及
び
番
組
関
連
情
報
の
配
信
の
業
務
が
必
須
業
務
化
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
メ
デ
ィ
ア
の
多
元

性
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
放
送
と
い
う
手
段
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
放
送
番
組
等
を
国
民
・
視
聴
者
に

提
供
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
。
ま
た
、
任
意
的
配
信
も
含
め
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
等
を
早
急
に
示

す
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
国
民
・
視
聴
者
の
誤
解
や
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
改
正
法
に

基
づ
く
適
切
な
表
示
や
措
置
等
を
行
う
こ
と
。

令
和
七
年
四
月
一
日

参
議
院
会
議
録
第
十
号

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件
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〇
改
正
法
に
よ
り
必
須
業
務
化
さ
れ
る
業
務
の
う
ち
、
放
送
番
組
の
配
信
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
の
施
行
後
に
お
い

て
も
、
著
作
権
者
等
そ
の
他
の
配
信
に
係
る
許
諾
の
権
利
を
有
す
る
者
と
の
間
で
、
継
続
的
な
協
議
を
行
い
、
い
わ

ゆ
る「
フ
タ
か
ぶ
せ
」を
可
能
な
限
り
減
ら
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
配
信
の
実
施
の
た
め
な
お
準
備

又
は
検
討
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
中
長
期
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
策
定
し
、
テ
レ
ビ
等
の
受
信
設
備
を
持
た
な

い
国
民
・
視
聴
者
に
対
し
て
も
、
そ
の
環
境
に
適
し
た
形
態
で
協
会
の
放
送
番
組
等
を
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
提
供

す
る
と
い
う
必
須
業
務
化
の
趣
旨
を
貫
徹
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

〇
改
正
法
に
よ
り
必
須
業
務
化
さ
れ
る
業
務
の
う
ち
、
番
組
関
連
情
報
配
信
業
務
に
係
る
業
務
規
程
の
内
容
に
つ
い

て
、
改
正
法
に
基
づ
き
学
識
経
験
者
及
び
利
害
関
係
者
か
ら
意
見
聴
取
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
改
正
法
の
規
定
に
適
合

し
て
い
な
い
と
す
る
意
見
は
表
明
さ
れ
な
か
っ
た
一
方
、
実
際
の
業
務
開
始
や
今
後
の
事
業
の
運
営
等
に
向
け
て
、

番
組
関
連
情
報
配
信
業
務
の
実
施
に
関
す
る
意
見
や「
公
正
な
競
争
の
確
保
」を
維
持
す
る
た
め
の
取
組
に
関
す
る
意

見
な
ど
が
表
明
さ
れ
た
。
協
会
が
番
組
関
連
情
報
配
信
業
務
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
意
見
を
踏

ま
え
て
、
適
時
の
情
報
開
示
、
業
務
の
内
容
に
係
る
継
続
的
な
議
論
及
び
検
討
、
開
始
後
早
期
の
実
施
状
況
に
関
す

る
評
価
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、「
公
正
な
競
争
の
確
保
」に
支
障
が
生
じ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

〇
任
意
業
務
と
し
て
行
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
放
送
番
組
の
配
信
に
つ
い
て
は
、
協
会
の
目
的
や
受
信
料

制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
改
正
法
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、
実
施
基
準
に
基
づ
き
適
正
な
規
模
の
下
で
節
度
を
も
っ

て
事
業
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、
公
共
放
送
の
業
務
と
し
て
の
適
切
性
を
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
活
用
業
務
に
係
る
民
間
放
送
事
業
者
と
の
連
携
・
協
力
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
に
よ
り
必
須
業
務
化
さ
れ
る
業
務

に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
放
送
法
上
の
努
力
義
務
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
踏
ま
え
、
民
間
放
送
事
業
者
の
求
め
に
応

じ
、
そ
の
取
組
の
具
体
化
を
図
る
こ
と
。

〇
保
有
す
る
放
送
番
組
等
に
つ
い
て
、
受
信
料
を
負
担
す
る
国
民
・
視
聴
者
に
と
っ
て
の
貴
重
な
資
産
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
そ
の
積
極
的
な
利
活
用
を

図
る
こ
と
。
ま
た
、
引
き
続
き
地
方
向
け
番
組
の
配
信
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
情
報
の
多
元
的
な
伝
達

手
段
確
保
の
観
点
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
災
害
情
報
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
。

4
経
営
改
革
の
推
進

〇
令
和
7
年
度
末
に
予
定
し
て
い
る
音
声
波
の
整
理
・
削
減
に
つ
い
て
は
、
音
声
波
の
災
害
時
に
お
け
る
役
割
や
聴

取
者
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
民
・
聴
取
者
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
行
う
こ
と
。

〇
協
会
の
経
営
は
国
民
・
視
聴
者
の
受
信
料
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
業
務

の
合
理
化
・
効
率
化
、
適
正
な
給
与
水
準
・
人
員
配
置
・
人
材
活
用
・
経
理
手
続
の
確
保
、
調
達
に
係
る
取
引
の
透

明
化
・
経
費
削
減
、
外
部
制
作
事
業
者
の
活
用
等
に
つ
い
て
、
取
組
を
着
実
か
つ
徹
底
的
に
進
め
る
こ
と
。
特
に
、

令
和
5
年
度
末
に
行
わ
れ
た
衛
星
波
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
事
業
支
出
の
削
減
等
の
経
営
上
の
効
果
や
国
民
・
視
聴

者
へ
の
影
響
等
の
検
証
・
明
確
化
を
行
い
、
結
果
に
つ
い
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。
ま
た
、
子
会
社
等
と
の

間
で
高
止
ま
り
し
て
い
る「
随
意
契
約
比
率
」を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
競
争
性
の
高
い
調
達
を
実
現
す
る

こ
と
や
、
情
報
公
開
等
に
よ
る
透
明
性
の
向
上
に
つ
い
て
も
一
層
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
協
会
内
外
に

お
い
て
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に
係
る
人
材
を
確
保
す
る
た
め
適
切
な
対
価
の
設
定
等
に
努
め
る
ほ
か
、
基
幹
放
送
普
及

計
画（
昭
和
63
年
郵
政
省
告
示
第
660
号
）に
基
づ
き
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
」及
び「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
4
Ｋ
」

で
外
部
制
作
事
業
者
の
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
の
製
作
取
引
適
正
化
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」に
従
っ
て
、
特
に
価
格
交
渉
や
価
格
転
嫁
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
協
議
・
相
談
に
応
じ
る
等
、
適
正
な
製
作

取
引
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
適
正
な
製
作
環
境
の
確
保
に
も
努
め
る
こ
と
。

〇
「
日
本
放
送
協
会
の
子
会
社
等
の
事
業
運
営
の
在
り
方
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」等
に
基
づ
き
、
子
会
社
に
適
切

に
配
当
を
行
わ
せ
る
よ
う
徹
底
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
利
益
剰
余
金
が
協
会
に
適
切
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
と

と
も
に
、
関
連
団
体
が
実
施
し
て
い
る
業
務
の
適
正
性
や
保
有
す
る
資
産
の
効
率
性
に
つ
い
て
随
時
検
証
を
行
い
、

必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

〇
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
発
生
し
た
事
案
や
社
会
情
勢
の
変
化

を
踏
ま
え
、
経
営
委
員
会
及
び
監
査
委
員
会
並
び
に
執
行
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
責
を
果
た
し
、
組
織
を
挙
げ
て
全
力

で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
放
送
法
に
基
づ
き
Ｎ
Ｈ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
適

切
に
図
る
こ
と
等
に
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
全
体
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
。

〇
国
民
・
視
聴
者
に
支
え
ら
れ
て
い
る
公
共
放
送
と
し
て
、
放
送
法
に
基
づ
き
、
中
期
経
営
計
画
、
経
営
委
員
会
及

び
理
事
会
の
議
事
録
等
協
会
の
組
織
、
業
務
及
び
財
務
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
の
公
開
の
ほ
か
、
協
会
の
諸
活
動

に
つ
い
て
の
一
般
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
情
報
の
公
開
に
関
す
る
施
策
を
一
層
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
営
の

透
明
性
の
向
上
を
図
り
、
自
ら
説
明
責
任
を
適
切
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
。

〇
映
像
伝
送
等
の
技
術
の
研
究
開
発
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
等
を
含
め
広
く
社
会
に
還
元
す
る
こ

と
。
ま
た
、
偽
・
誤
情
報
対
策
に
係
る
技
術
の
研
究
開
発
等
に
努
め
る
こ
と
。

〇
基
幹
放
送
局
提
供
子
会
社
を
活
用
し
た
中
継
局
の
共
同
利
用
に
向
け
た
取
組
を
滞
り
な
く
進
め
る
こ
と
等
に
よ

り
、
民
間
放
送
事
業
者
と
の
放
送
の
二
元
体
制
の
健
全
な
維
持
・
発
展
に
必
要
な
協
力
に
努
め
る
こ
と
。

〇
我
が
国
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
の
認
知
度
向
上
と
国
外
へ
の
流
通
を
促
進
す
る
た
め
、
海
外
に
配
信
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

の
提
供
等
に
お
い
て
は
、
民
間
放
送
事
業
者
と
共
同
し
た
事
業
を
展
開
す
る
等
、
先
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
。
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一
九

〇
過
去
の
過
労
死
事
案
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
協
会
が
自
ら
定
め
た「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
働
き
方
改
革
宣
言
」等
に

基
づ
き
、
経
営
委
員
会
及
び
監
査
委
員
会
並
び
に
執
行
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
適
切
に
果
た
し
な
が
ら
職
員
の
健

康
確
保
の
施
策
を
推
進
し
、
再
発
防
止
を
徹
底
す
る
こ
と
。

〇
女
性
職
員
の
採
用
及
び
役
員（
経
営
委
員
会
委
員
を
除
く
。）・

管
理
職
へ
の
登
用
を
積
極
的
に
拡
大
す
る
こ
と
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
取
組
の
一
層
の
充
実
、
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報
の
積
極
的
な
公
表

等
、
協
会
が
自
ら
定
め
た「
日
本
放
送
協
会
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」に
記
載
し
た
目

標
の
達
成
に
向
け
た
取
組
を
確
実
に
実
施
し
、
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
、
女
性
の
活
躍
に
向
け
た
取
組
を
更
に
加
速
さ

せ
る
こ
と
。

5
受
信
料
の
公
平
負
担
の
徹
底
に
向
け
た
取
組
等

〇
国
民
・
視
聴
者
の
受
信
料
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
協
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
公
平
負
担
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、

特
に
、
令
和
7
年
度
は
、
新
た
に
特
定
必
要
的
配
信
の
受
信
を
開
始
し
た
者
に
も
受
信
料
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
に

な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
未
契
約
者
及
び
未
払
者
対
策
に
つ
い
て
、

協
会
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
書
面
・
電
話
等
を
用
い
た「
新
た
な
営
業
ア
プ
ロ
ー
チ
」に
よ
る
効
率
的
な
契
約
・
収
納
活
動

を
進
め
る
と
し
て
い
る
も
の
の
、
令
和
7
年
度
の
支
払
率
は
77
％
と
前
年
度
比
で
低
下
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
営
業
経
費
率
は
9
．8
％
の
見
込
み
と
近
年
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

契
約
・
収
納
活
動
に
つ
い
て
は
、
現
状
を
容
認
す
る
こ
と
な
く
、
効
率
化
と
公
平
負
担
の
徹
底
の
双
方
の
観
点
か

ら
効
果
の
検
証
を
早
急
に
行
い
、「
新
た
な
営
業
ア
プ
ロ
ー
チ
」の
運
用
方
法
を
含
め
営
業
活
動
を
随
時
見
直
し
、
支

払
率
向
上
を
通
じ
た
受
信
料
の
適
正
か
つ
公
平
な
負
担
の
徹
底
の
た
め
、
民
事
手
続
及
び
割
増
金
制
度
の
適
切
な
活

用
を
含
め
、
よ
り
一
層
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
。

〇
受
信
契
約
の
勧
奨
等
に
際
し
て
は
、
平
成
29
年
12
月
の
最
高
裁
判
所
の
判
決
も
踏
ま
え
、
公
共
放
送
の
役
割
や
受

信
料
制
度
の
意
義
も
含
め
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
受
信
契
約
の
締
結
や
受
信
料
の
支
払
に
国

民
・
視
聴
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

〇
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
及
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
等
も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
受
信
契

約
の
勧
奨
等
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
や
案
内
方
法
等
に
つ
い
て
、
不
断
に
点
検
及
び
見
直
し
を
行

う
こ
と
。

6
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ
の
貢
献
と
公
共
放
送
の
機
能
の
強
靱
化
等

〇
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
や
そ
の
後
発
生
し
た
大
規
模
な
自
然
災
害
等
に
お
け
る
経
験
も
踏
ま
え
、
災
害
時
に

は
、
放
送
が
被
災
者
を
は
じ
め
と
し
た
国
民
・
視
聴
者
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
情
報
源
と
な
る
こ
と
に
留
意
し
、
政

府
・
地
方
公
共
団
体
等
の
関
係
機
関
や
民
間
放
送
事
業
者
等
と
連
携
し
つ
つ
、
放
送
が
途
絶
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
停
電
対
策
を
含
め
放
送
設
備
の
維
持
・
復
旧
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
迅
速
か
つ
正
確
な
報
道
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
令
和
6
年
8
月
に「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報（
巨
大
地
震
注
意
）」が
発
表
さ
れ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
今

後
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
広
域
大
規
模
災
害
を
見
据
え
た
体
制
整
備
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
避
難
所

等
に
お
け
る
受
信
設
備
設
置
等
の
視
聴
環
境
整
備
の
支
援
や
様
々
な
伝
送
路
に
よ
る
情
報
の
提
供
等
、
被
災
者
に
対

す
る
情
報
伝
達
手
段
の
確
保
に
引
き
続
き
努
め
る
こ
と
。

〇
災
害
時
に
は
、
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
偽
・
誤
情
報
の
流
通
・
拡
散
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
放
送
等
を
通
じ

て
偽
・
誤
情
報
へ
の
注
意
喚
起
を
国
民
・
視
聴
者
に
引
き
続
き
呼
び
か
け
る
こ
と
。

〇
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
観
点
か
ら
、
国
内
放
送
の
み
な
ら
ず
、
国
際
放
送
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
や
番
組
の
充
実

等
を
通
じ
て
、
被
災
地
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
。

〇
緊
急
報
道
対
応
設
備
の
整
備
等
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
、
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
災
害

に
備
え
た
公
共
放
送
の
機
能
の
強
靱
化
を
図
る
こ
と
。

〇
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法（
平
成
26
年
法
律
第
104
号
）に
定
め
る
重
要
社
会
基
盤
事
業
者
と
し
て
、
引
き

続
き
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

7
放
送
セ
ン
タ
ー
建
替
え
等

〇
放
送
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
、
令
和
3
年
1
月
に
公
表
さ
れ
た「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
計
画（
2021

―
2023

年

度
）」に
お
い
て
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
す
る
旨
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
現

在
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
協
会
の
経
営
に
対
し
て
多
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
替

え
の
内
容
や
工
期
等
の
見
直
し
な
ど
を
早
期
に
具
体
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
新
放
送
セ
ン
タ
ー
及

び
各
地
の
地
域
放
送
会
館
そ
の
他
全
般
に
わ
た
り
、
建
設
費
の
抑
制
に
徹
底
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
国
民
・

視
聴
者
に
還
元
す
る
こ
と
。

〇
地
方
か
ら
の
情
報
発
信
、
地
方
創
生
へ
の
貢
献
の
観
点
か
ら
、
あ
る
い
は
、
災
害
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
の
充

実
の
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
、
公
共
放
送
の
機
能
の
地
方
分
散
に
取
り
組
む
こ
と
。
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潔
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史
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友
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史
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介
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友
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介
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司
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